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建 設 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２４年１１月１２日（月）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　３時４９分　散会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員
委 員 長 野原　修  副委員長 村上英明  委　　員 山本靖一
委　　員 木村勝彦  委　　員 原田　平 

１．欠席委員
なし


１．説明のため出席した者
市　長　森山一正
都市整備部長　吉田和生
都市計画課長　新留清志　　同課参事　品川明輝　　
公園みどり課長　西村克己　建築住宅課長　林　弘一
土木下水道部長　藤井義己　同部次長兼下水道事業課長　山口繁
同部参事兼道路管理課長　堀　和夫　同部参事兼下水道業務課長　石川裕司
道路管理課参事　川上昭人　道路交通課長　山本博毅
水道部長　宮川茂行　　

１．出席した議会事務局職員
事務局局次長　藤井智哉　　　同局書記　田村信也

１．審査案件（審査順）
認定第１号　平成２３年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分
認定第５号　平成２３年度摂津市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件
認定第２号　平成２３年度摂津市水道事業会計決算認定の件
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（午前１０時　開会）

○野原修委員長　ただいまから建設常任

委員会を開会します。

　理事者から挨拶を受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　スポーツ・文化の秋、たけなわでござ

いますが、皆さん方にはお忙しい中、委

員会を開催していただきまして、大変あ

りがとうございます。

　本日は、平成２３年度決算のご審査を

いただきます。ご案内のとおり間もなく

来年度の予算編成も始まりますけれども、

そういう意味ではこの委員会での議論が

来年度のまちづくりにつながるわけでご

ざいます。どうか慎重審査の上、ご認定

いただきますよう、よろしくお願いいた

します。

　一旦、退席させていただきます。

○野原修委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、村上委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しました案のとおり行うことに異議

ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○野原修委員長　異議なしと認め、その

ように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○野原修委員長　再開いたします。

　認定第１号所管分の審査を行います。

　補足説明求めます。

　藤井土木下水道部長。

○藤井土木下水道部長　それでは、認定

第１号、平成２３年度摂津市一般会計歳

入歳出決算のうち、土木下水道部に係り

ます分につきまして、目を追って、その

主なものについて補足説明をさせていた

だきます。

　決算事項別明細書に従いまして、歳入

から説明させていただきます。

　３２ページをお開き願います。

　款１３、使用料及び手数料、項１、使

用料、目３、衛生使用料、節３、クリー

ンセンター使用料は（仮称）吹田貨物ター

ミナル駅の建設工事用車両がクリーンセ

ンター内を通行することに伴い、鉄道運

輸機構から使用料を徴収したほか、関西

電力株式会社の電柱などの占用に係る使

用料でございます。目４、農林水産業使

用料、節１、水道使用料は大阪ガス株式

会社ほか２件の法定外水路占用料でござ

います。目５、土木使用料、節１、道路

使用料は関西電力株式会社、ほか４４件

の道路占用料でございます。節４、駐車

場使用料は千里丘駅東、フォルテ摂津、

摂津駅、南摂津駅、及び阪急摂津市駅の

各自動車、及び自転車駐車場の使用料と

駐車場用地使用料でございます。そのう

ち、駐車場用地使用料は千里丘駅西自転

車駐車場並びに正雀駅南第１自転車駐車

場敷地内ほか１件の関西電力株式会社の

電柱使用料でございます。

　３４ページをお開き願います。

　項２、手数料、目１、節１、総務手数

料のうち、下から２行目の諸証明手数料

が道路幅員証明など４６件の手数料でご

ざいます。目２、衛生手数料、節５、し

尿処理手数料は、し尿及び浄化槽汚泥の

処理手数料でございます。

　３６ページをお開き願います。

　目３、農林水産業手数料、節２、明示

手数料は水路敷地境界明示２５件の手数

料でございます。目４、土木手数料、節

１、明示手数料で、上から１行目、道路

敷地境界等明示８１件と、上から３行目、

自転車・自動車駐車場明示１件の手数料

でございます。

－2－



　３８ページをお開き願います。

　款１４、国庫支出金、項２、国庫補助

金、目３、土木費国庫補助金、節１、都

市計画費補助金は社会資本整備総合交付

金で、そのうち道路管理課がかかわりま

す交付金は鳥飼西３８号線道路周辺工事

でございます。節２、地籍調査費補助金

は都市再生地籍調査委託補助金でござい

ます。

　４８ページをお開き願います。

　款１５、府支出金、項２、府補助金、

目６、土木費府補助金、節２、地籍調査

費補助金は都市再生地籍調査費委託補助

金でございます。節３、交通対策費補助

金は市立自転車及び自動車駐車場への防

犯カメラの設置補助金でございます。節

４、権限移譲交付金では上から３行目、

路外駐車場設置及び変更の届け出受理な

どに係る交付金でございます。

　５０ページをお開き願います。

　項３、委託金、目２、土木費委託金、

節１、土木管理費委託金は大阪府からの

河川環境整備工事委託金と鶴野橋外ポン

プ管理委託金並びに自転車等移動保管業

務委託金でございます。款１６、財産収

入、項１、財産運用収入、目１、財産貸

付収入、節１、土地建物貸付収入は上か

ら３行目、土地貸付収入１件でございま

す。

　６０ページをお開き願います。

　款１９、諸収入、項４、目２、雑入、

節１、雑収入で、当部に関係いたします

ものが、道路管理課では電力売却収入、

供託還付金、訴訟費用取戻金と道路占用

料相当額支払金で、その下、道路交通課

では自転車等移動保管料、自転車等鉄屑

処分金、放置自転車対策協力金と定期駐

車カード再発行料で、その下、下水道事

業課では水路占用料相当額支払金でござ

います。

　続きまして、歳出につきましてご説明

申し上げます。

　事務報告書につきましては、道路管理

課は２１１ページから、道路交通課は２

１９ページから、下水道業務課は２３５

ページから、下水道事業課は２４１ペー

ジから記載をいたしておりますので、あ

わせてご参照賜りますようお願い申し上

げます。

　１３４ページをお開き願います。

　款４、衛生費、項２、清掃費、目１、

清掃総務費で、その主な内容といたしま

しては節７、賃金のうち、臨時職員賃金

が下水道業務課のし尿及び浄化槽汚泥に

係る事務処理に従事する臨時職員１名の

賃金でございます。

　１３８ページをお開き願います。

　目３、し尿処理費につきましては、そ

の執行率９４．１％でございます。詳細

につきましては決算概要の１０６ページ

から１０７ページに記載をいたしており

ますので、あわせてご参照願います。そ

の主な内容といたしまして、節７、賃金

ではクリーンセンターにおいてし尿など

の前処理業務に従事する臨時職員の賃金

でございます。節１１、需用費ではクリー

ンセンターの維持管理に係る消耗品費や

光熱水費や修繕料などでございます。節

１３、委託料ではし尿収集運搬委託料ほ

か、クリーンセンターの諸施設に係る委

託料でございます。節１９、負担金、補

助及び交付金では吹田市正雀終末処理施

設に係る維持管理負担金及び整備負担金

でございます。

　１４０ページをお開き願います。

　節２２、補償、補填及び賠償金では、

し尿くみ取りから公共下水道への切りか

えに伴うし尿くみ取り業者への補償金で

ございます。

　１４４ページをお開き願います。
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　款５、農林水産業費、項１、農業費、

目４、農業水路費につきましてはその執

行率９３％でございます。詳細につきま

しては決算概要の１１０ページから１１

１ページに記載をいたしておりますので、

あわせてご参照願います。その主な内容

といたしましては、節７、賃金では水路

やポンプ場の管理及びしゅんせつなどに

係る賃金でございます。節１１、需用費

では水路やポンプ施設に係る光熱水費及

び修繕料等でございます。節１３、委託

料では河原樋及び五久樋ポンプ場の管理

業務委託料でございます。節１５、工事

請負費では鶴野用水路改良工事でござい

ます。節１９、負担金、補助及び交付金

では神安土地改良区負担金ほか１０件の

負担金等でございます。

　１４８ページをお開き願います。

　款７、土木費、項１、土木管理費、目

１、土木総務費につきましてはその執行

率９７．６％でございます。詳細につき

ましては決算概要の１１４ページから１

１７ページに記載をいたしておりますの

で、あわせてご参照願います。

　１５０ページをお開き願います。

　その主な内容といたしましては、節１

３、委託料では工事積算システム保守点

検委託料、及び工事積算始システム構築

委託料と、土木維持作業業務に係る委託

料でございます。節１６、原材料費では

土木維持作業に係る補修用材料費でござ

います。節１９、負担金、補助及び交付

金では日本道路協会負担金ほか３件でご

ざいます。節２８、繰出金では公共下水

道事業特別会計に対する繰出金でござい

ます。目２、交通対策費につきましては

その執行率９９．２％でございます。詳

細につきましては決算概要の１１６ペー

ジから１１９ページに記載をいたしてお

りますので、あわせてご参照願います。

その主な内容といたしましては、節１１、

需用費では放置自転車等保管事務所の光

熱水費と南摂津駅駅前第１自転車駐車場

の駐輪フック２０３台の取りかえ、道路

反射鏡の修繕料などでございます。

　１５０ページから１５２ページにかけ

ましても、節１３、委託料では平成１８

年度から指定管理者に駐車場管理を委託

しております委託料と公共施設巡回バス

運行管理業務委託料ほか７件の委託料で

ございます。節１４、使用料及び賃借料

ではＪＲ西日本旅客鉄道株式会社より借

地しております千里丘駅東自転車駐車場

ほか３件の土地借上料でございます。節

１５、工事請負費では交通安全対策工事

といたしまして夜間点滅式交差点鋲設置

工事及び道路反射鏡設置工事でございま

す。節１８、備品購入費では防犯カメラ

の購入を行ったものでございます。節１

９、負担金、補助及び交付金では、その

主な内容といたしましては市内巡回バス

運行補助金などでございます。項２、道

路橋りょう費、目１、道路橋りょう総務

費につきましてはその執行率は９７．５

％でございます。詳細につきましては決

算概要の１１８ページから１２１ページ

に記載をいたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　１５２ページをお開き願います。

　道路橋りょう総務費の主な内容といた

しましては、節１３、委託料では駅前広

場管理委託料、モノレール駅前広場管理

委託料、摂津市駅駅前広場管理委託料、

及び都市再生地積調査業務委託料などで

ございます。

　１５４ページをお開き願います。

　目２、道路維持費につきましてはその

執行率９３．４％でございます。詳細に

つきましては決算概要の１２０ページか

ら１２０ページに記載をいたしておりま
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すので、あわせてご参照願います。その

主な内容といたしましては、節１１、需

用費の修繕料では道路の維持補修を行っ

たものでございます。節１３、委託料で

は街路樹剪定委託料ほか２件でございま

す。節１５、工事請負費ではその主な内

容といたしましては新在家鳥飼上線ほか

１４路線の道路維持工事でございます。

目４、交通安全対策費につきましてはそ

の執行率９６．１％でございます。詳細

につきましては決算概要の１２２ページ

から１２３ページに記載をいたしており

ますので、あわせてご参照願います。そ

の主な内容といたしましては節１３、委

託料では千里丘三島線道路改良事業に係

る設計委託料、節１５、工事請負費では

鶴野５４号線道路改良工事ほか４件の交

通安全対策工事、節１７、公有財産購入

費では正雀南千里丘線外２路線、道路改

良事業の土地購入費、節２２、補償、補

填及び賠償金では千里丘三島線道路改良

事業における移転補償費でございます。

続きまして、項３、水路費、目１、排水

路費につきましてはその執行率９１．２

％でございます。詳細につきましては決

算概要の１２２ページから１２５ページ

に記載をいたしておりますので、あわせ

てご参照願います。その主な内容といた

しましては、１５６ページ、節１１、需

用費では水路ポンプ施設に係る光熱水費

及び修繕料などでございます。節１３、

委託料では味生排水機場ほか市内各ポン

プ場の設備保守点検委託や排水管及び水

路しゅんせつ委託などでございます。節

１５、工事請負費では縦井路安全柵設置

工事を行ったものでございます。節１９、

負担金、補助及び交付金では番田水門内

水対策負担金、番田水路事業償還金負担

金、安威川左岸ポンプ場維持管理負担金

でございます。

　１７２ページをお開き願います。

　款８、項１、消防費、目３、水防費に

つきましては執行率９３．７％でござい

ます。詳細につきましては決算概要の１

３６ページから１３７ページに記載をい

たしておりますので、あわせてご参照願

います。その主な内容といたしましては、

節１６、原材料費では水防資材の備蓄を

図っております。節１９、負担金、補助

及び交付金では淀川右岸水防事務組合及

び安威川ダム建設に伴う水源地域対策特

別措置法第１２条に基づく負担金などで

ございます。以上、土木下水道部にかか

わります平成２３年度一般会計歳入歳出

決算につきましての補足説明とさせてい

ただきます。

○野原修委員長　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　おはようございま

す。

　それでは、認定第１号、平成２３年度

一般会計歳入歳出決算所管分のうち都市

整備部にかかわる部分につきまして、目

を追って、主なものについて補足説明を

させていただきます。

　まず、歳入でございますが、摂津市一

般会計歳入歳出決算書の３２ページをお

開き願ます。

　款１３、使用料及び手数料、項１、使

用料、目５、土木使用料、節３、公園使

用料は関西電力株式会社ほか５件の公園

占用料でございます。

　３６ページ、項２、手数料、目４、土

木手数料、節１、明示手数料のうち、都

市計画道路敷地境界明示手数料と公園明

示手数料でございます。節２、優良宅地

等認定手数料は租税特別措置法に基づく

優良宅地などの認定事務手数料でござい

ますが、平成２３年度は申請件数がなかっ

たものでございます。節３、都市計画手

数料、用途地域証明等諸証明手数料でご
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ざいます。

　３８ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目３、土木費国庫補助

金、節１、都市計画費補助金のうち、耐

震診断補助金と耐震改修補助金でござい

ます。

　４８ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目６、土木費府補助金、節１、

都市計画費補助金はその内訳といたしま

して、府景観条例事務取扱交付金、耐震

診断補助金、耐震改修補助金、府自然環

境保全条例事務取扱交付金、区画整理事

業建築行為等許可事務費交付金、府特定

設備等安全確保条例交付金及び大阪ミュー

ジアム市町村補助金でございます。節４、

権限移譲交付金はその内訳といたしまし

て、大阪府版地方分権推進制度実施要綱

に基づき大阪府からの権限移譲を受けた

都市計画課、建築課及び公園みどり課の

事務にかかわる交付金でございます。

　５０ページ、項３、委託金、目２、土

木費委託金、節２、都市計画費委託金は

その内訳といたしまして、建築基準法施

行事務取扱委託金、都市計画法施行事務

取扱委託金及び大阪府福祉のまちづくり

条例委任事務委託金でございます。

　５２ページ、款１７、寄附金、項１、

寄附金、目１、寄附金、節１、寄附金の

うち、緑化事業寄附金でございます。款、

１８繰入金、項２、基金繰入金、目５、

緑化基金繰入金、節１、緑化基金繰入金

は摂津市緑化基金の繰入金でございます。

　５８ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目２、雑入、節１、雑収入は都市

計画課の都市計画図売却収入及び建築課

の建築確認申請者負担金でございます。

　次に、歳出でございますが、摂津市一

般会計歳入歳出決算書の１５６ページを

お開き願います。詳細につきましては決

算概要１２４ページから１２８ページに

記載しておりますので、ご参照願います。

款７、土木費、項４、都市計画費、目１、

都市計画総務費では執行率９８．２％で

ございます。

　１５６ページ、節１、報酬は緑化推進

嘱託員報酬でございます。

　次に、１５８ページ、節７、賃金は緑

化推進員賃金でございます。節９、旅費

は普通旅費でございます。節１１、需用

費ではその主なものは消耗品、燃料費、

印刷製本及び修繕費でございます。節１

２、役務費は通信運搬費でございます。

節１３、委託料は都市計画業務支援に係

るＧＩＳシステム保守管理委託料及び地

形図修正図化委託料でございます。節１

４、使用料及び賃借料は電子複写機レン

タル料及びＧＩＳシステム借上料でござ

います。節１９、負担金、補助及び交付

金は摂津市既存民間建築物耐震診断補助

金、耐震改修補助金、大阪建築物耐震対

策推進協議会負担金、大阪市街地再開発

促進協議会負担金及び電波障害対策施設

ケーブルテレビ切替負担金のほか７件で

ございます。このうち電波障害対策施設

ケーブルテレビ切替負担金は平成２０年

度に実施いたしましたフォルテ摂津の電

波障害対策施設のケーブルテレビ移管工

事にかかわる負担金であり、４年分割払

いのうち、平成２３年度分が最終年度で

ございます。節２５、積立金は緑化基金

積立金でございます。

　次に、１６０ページ、節２７、公課費

は公用車の車検に伴います自動車重量税

でございます。続きまして、目２、街路

事業費では執行率９１．４％でございま

す。詳細につきましては決算概要の１２

６ページに記載いたしておりますので、

ご参照願います。節８、報償費は景観ア

ドバイザー委員会の報償金でございます。

節９、旅費は普通旅費でございます。節
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１１、需用費は消耗品と印刷製本費でご

ざいます。節１２、役務費は都市景観事

業の市民協働による活動に伴います保険

料でございます。節１３、委託料は新在

家鳥飼上線道路整備事業に伴います工事

積算に係るシステム保守委託料及び道路

等詳細測量設計委託料でございます。節

１４、使用料及び賃借料は都市景観事業

に係る市民協働によるチューリップアー

ト活動支援に伴います自動車借上料等、

及び新在家鳥飼上線道路整備事業に伴い

ます工事積算システム借上料でございま

す。続きまして、目３、緑化推進費では

執行率９１．２％でございます。詳細に

つきましては決算概要の１２６ページか

ら１２８ページにかけて記載いたしてお

りますので、ご参照をお願いします。節

１１、需用費は消耗品費、燃料費、印刷

製本費及び光熱費でございます。節１２、

役務費は通信運搬費でございます。節１

５、工事請負費は新幹線公園の側道の桜

並木を延長するさくらづつみ事業に伴い

ますさくらづつみ植栽工事でございます。

節１６、原材料費は、花いっぱい活動に

対する助成で、緑化推進事業などに伴い

ます市内花壇の育苗用の堆肥、花の苗や

種などの原材料及び誕生記念樹の樹木な

どの購入でございます。節１８、備品購

入は図書購入費及び緑化器具費でござい

ます。節１９、負担金、補助及び交付金

は摂津市緑化推進連絡会の活動に対する

補助金でございます。

　続きまして、１６０ページから１６２

ページにかけまして、目４、公園管理費

では執行率９８．４％でございます。詳

細につきましては決算概要の１２８ペー

ジに記載いたしておりますので、ご参照

願います。節８、報償費では電気機関車

等公開事業に伴います報償金でございま

す。節１１、需用費は市内公園の電気代、

水道料金及び公園施設の修繕などでござ

います。節１３、委託料は公園等砂場消

毒清掃委託料、公園遊具点検業務委託料、

除草、清掃、ごみ収集並びに緑化剪定な

どの公園管理委託料、案内板設置委託料

及びもっこく公園の台帳作成業務委託料

でございます。節１４、使用料及び賃借

料はトイレレンタル料でございます。節

１５、公園工事請負費は公園施設整備工

事及び遊具の取替え工事でございます。

節１６、原材料費は公園の維持管理に係

る砂場の砂、鉄板蓋や塗料等の補修用材

料費でございます。節１８、備品購入費

は公園器具費でございます。節１９、負

担金、補助及び交付金は市内１９か所の

ちびっこ広場を管理していただいている

６８自治会等の団体に対する管理補助金

でございます。節２７、公課費は公用車

の車検に伴います自動車重量税でござい

ます。以上で、認定第１号　平成２３年

度摂津市一般会計歳入歳出決算所管分の

うち、都市整備部にかかわる部分につき

ましての補足説明とさせていただきます。

○野原修委員長　説明が終わり、質疑に

入ります。

　山本委員。

○山本靖一委員　決算概要と決算書を行っ

たり来たりするかもしれませんけれども、

教えていただきたいと思います。また、

決算審査ですので、細かいところもお聞

きすると思いますが、お願いいたします。

　最初に、歳入について、決算書３５ペー

ジ、し尿処理手数料４８７万９，４００

円の内容について、世帯数とかいろいろ

あると思いますが、具体的にお聞きした

いと思います。

　それから、歳出について、決算書１３

８ページ、し尿処理費全体として１億６

２７万１，５７４円かかっておりますが、

この中でし尿収集運搬委託料は３，９４
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９万５，０８９円、昨年に比べて約１０

０万円ほど減額になっています。毎年運

搬の費用については交渉していただいて

ますが、具体的な内容について、今の到

達点を知らせていただきたいと思います。

　それから、予算書１４５ページ、神安

土地改良区負担金１，７３７万８，５３

０円です。厳しい状況があるというふう

なことをよくお聞きするわけですけれど

も、全体として開発に伴って水路の機能

も失われている、水路の管理そのものが

少なってきているというようなことでも、

いろいろ兼ね合わせていきますと、この

金額について、これからの方向性も含め

て現状を教えていただきたいと思います。

　それから、水路管理の問題です。不法

占拠というんでしょうか、水路の上にい

ろんな構築物が設置されたことがこれま

でたくさんありまして、随分問題になり

ました。一つ占用されますと、次もまた

起こってくるということで、この不法占

拠を排除するために随分苦労してきた経

過があります、裁判に訴えたりとか、い

ろんなことをやってきた経緯があります。

今はそういう状況があるのかないのかと

いうことを教えていただきたいと思いま

す。

　それから、決算書１５１ページ、公共

下水道事業特別会計繰出金が２０億２，

０００万円となっているんですが、５，

２３２万２，０００円を不用額とされた

経過について、これは資本費平準化債と

の関係でこういうふうに調整してきたと

いうことだと思うんですけれども、公共

下水道事業特別会計全体からすれば、こ

の繰出金というのは大きな意味を持って

いますから、これは繰出金そのものの考

え方として資本費平準化債との調整で出

したり入れたりというのも、きちっとし

た考え方を示していく必要があると思う

んですが、この点を教えていただきたい

と思います。

　それから、決算概要１１７ページ、夜

間点滅式交差点鋲設置工事等の交通安全

推進事業で３８０万３，７４４万円の決

算額です。随分いろいろとご苦労されて

予算の中から活用されてきたということ

だと思うんですけれども、市でなかなか

予算の関係があって対応していただけな

いということで、自治会の費用の中で設

置されているところがあります。更新時

とか、日常的な故障とか、そういうとき

にどう対応されるのか、自治会との約束

事みたいなものをされているのか、そう

いったことを教えて下さい。役所もなか

なかお金の関係で難しいということで、

自治会費の中で対応する自治会も出てき

てますけれども、そのことに対する考え

方を整理していかなくてはならないと思

うんですが、平成２３年度の中でどうい

う整理をされてきているかということを

お聞きしておきたいと思います。

　それから、決算概要１１８ページ、こ

れはこれまでも何回も聞いてきたことが

あるんですが、モノレール駅自転車・自

動車駐車場管理事業の土地借上料で１，

０９２万９，２０４円。駅に附属する駐

輪場・駐車場の土地の借上げについて、

固定資産税の下がっていく中での値段の

交渉というようなことをされていった経

過があると思うんですけれども、モノレー

ル南摂津駅では、市が持っている土地と

の交換、相手がなかなか応じてもらえな

いというようなことがあるということを

お聞きしてきたわけです。であれば、何

十年も借り続けるということではなしに、

購入するという道もあるし、いろんな策

があると思うんですけれども、そういう

交渉経過、平成２３年度はどういうふう

に進めてきたかをお聞きしたいと思いま
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す。

　それから、道路反射鏡定期修繕事業と

いうことで、８０７万６，６００円の決

算額になっています。安全対策というこ

とで、その枠の中で努力していただいて

いるということだと思うんですけれども、

素材についてお聞きします。鉄に樹脂を

かけて、犬のおしっこからくる錆を防ぐ

という工夫をされているわけですけれど

も、素材そのものについて以前はステン

レスに変えたらどうかという提案をこの

委員会の中でもしてきた経過があります

が、１０倍近い費用がかかるというよう

なことで、見送ってきた経過があるんで

すけれども、本当にこのそういうものに

ついて検証したのか。例えば鉄は１キロ

大体１００円ぐらいなんだそうです。ス

テンレスが大体１０倍するんですが、物

によりけりなんです。素材によっては４

倍ぐらいで済むということです。色を塗

りかえたりとか、そういうことの手間で

はないでしょうか。ステンレスというの

は十分耐用できますから、決算額の約８

００万円があればいろんな工夫ができた

のではないかという思いがあります。道

路反射鏡、これは一つ事故を起こせば随

分大きなお金がかかってきますから、そ

ういう意味で改めてさまざまな素材、ス

テンレスそのものはいいかどうか別にし

まして、照明灯などは亜鉛メッキをかけ

て、長い間使えるような状況になってま

すから、そういう考え方もあるのではな

いかという思いがします。この間どうい

う経過をたどってきたのか改めてお聞き

したいと思います。

　それから、１１８ページの訴訟委託料

が７０万７，９５０円、１２１ページの

訴訟委託料３８７万１，５７０万円、訴

訟委託料合計で４５７万９，５２０円で

す。１２１ページの方は東別府二丁目地

域における道路敷の所有権移転請求訴訟

の委託料ということです。この件では、

決算書６１ページに供託還付金が４，１

０２万４，９４０円とあります。改めて

この経過について説明願いたいと思いま

す。これは同じような形態のところが他

にもあると思います。なかなか市のほう

に移管をしてもらえない。開発のときに

ちゃんとした協定書みたいなものを結ん

でおきながら、移管がなかなか進まなかっ

た。それがどれだけあるのかということ

を、報告していただいたこともあります。

どういう取り組みをされてきたか、お聞

きしたいと思います。

　それから、１２０ページ、道路補修事

業で決算額が１億１，４８９万４，１５

０円となっていると思うんですけれども、

優先順位、それから補修する箇所につい

てお聞きします。日常的に点検をされて、

急に処理しなければならないとか、いろ

いろあると思うんですけれども、例えば

当面の５か年計画、中期計画、それから

長期計画とか約１億１，５００万円の中

でやれるものは随分限られていると思う

んです。平成２３年度取り組んできた内

容として、どういう基準で進めてきたか

ということを聞いておきたいと思います。

　それから、同じページで橋梁長寿命化

修繕事業ということで決算額が約６６０

万円です。これまで具体的に橋の数や耐

震診断の結果についても、ご報告いただ

きましたけれども、この金額を執行する

にあたって、どういう基準で進めてこら

れたかお聞きしたいと思います。

　それから、決算概要１１４ページの土

木維持作業業務委託料４，７８２万６，

５５８円の作業内容です。これは公園の

ごみ収集が民間委託から直営にかわった

ということで、随分仕事がふえてきてる

と思うんですけれども、今の体制はどう
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なのかということをお聞かせいただきた

いと思います。

　それから、１２２ページ、番田水門内

水対策負担金、１，１４３万６，６４１

円です。これは平成１１年の鳥飼野々の

水害をきっかけに内水排除のための工事

をやっていただいたと認識してるわけで

す。大阪府の事業としてやっていただい

たと思うんですが、そういう大阪府の仕

事、それから神安土地改良区の仕事は、

摂津市に直接かかわり合いがあるわけで

すけれども、その根拠について改めて教

えていただきたいと思います。

　それから、同じく１２２ページ、排水

管及び水路しゅんせつ委託料が５２６万

３，８６０円の執行になっていますが、

具体的にどういう利用をされていたのか

教えていただきたいと思います。異常降

雨時の対策として、しゅんせつというの

は効果的な対策だと思うんです。ポンプ

の維持管理とかそういうのがありますけ

れども、随分田んぼが少なくなってきま

して、これがダムと言ったら大げさかも

わかりませんけれども、大きな役割を果

たしますから、こういうところの日常的

な管理というのは非常に大事な問題だと

認識しております。しゅんせつは、なか

なかお願いしても来てもらえないという

こともありますから、そういう水害対策

としてもこれで十分なのかということも

あわせて聞いておきたいと思います。

　それから、同じく決算概要１２２ペー

ジ、土地購入費で４，２２５万９，２５

０円、これは阪急正雀駅前のマンション

が建ったときに道路用地として購入され

たという認識でよろしいでしょうか。ま

た、正雀本町７号線はその中に入ってい

るのでしょうか。阪急正雀駅前では全体

構想と言いいますか、どういう形で道路

を確保して安全対策を図ろうとしている

のでしょうか。限られた予算の中でその

ことが本当に今必要なのかというような

こともあっただろうと思うんですけれど

も、改めて教えていただきたいと思いま

す。

　それから、決算概要１２８ページ、緑

化推進事業の決算額８３万３，９８３円

についてです。誕生記念樹の植樹場所が

限られてきて、その確保の問題、それか

らその後の管理の問題についてお聞きし

ます。以前は平和公園のところにありま

したけれども、枯れたりとか、標札がな

くなってきたりとか、せっかく植えた木

がなかなか有効活用されておらず、植え

ることだけが目的になっていたのではな

いでしょうか。本来の趣旨からして、今

のあり方がどうなのか、それから植えて

いく場所、確保の問題があります。随分

いろんなことがこの中に内包されている

と思うんですけれども、改めてきっちり

した考え方を示していただきたいと思い

ます。

　それから、１３６ページの水防費の問

題です淀川右岸水防事務組合負担金とし

て、平成２３年度は１，３２２万３，６

００円を執行しています。平成２２年度

は５８２万７，０００円になっているん

ですが、倍以上になっているので、具体

的にその中身について教えていただきた

いと思います。それから、水防資材につ

いて、毎年２０万円を予算計上されてい

ます。平成２３年度は約９万９，０００

円執行され、前年度の平成２２年度は約

１７万円の執行だったと思うんですが、

この水防資材は、水防倉庫の中の資材を

いろいろと更新をされていると思うんで

す。どういう基準に基づいているのかと

いうことと、使用頻度について、本当に

使っておられるのかなと、必要なのかな

というようなことも含めて、どういう検
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証の中でこの費用は使用されているのか

ということを教えていただきたいと思い

ます。

○野原修委員長　石川参事。

○石川土木下水道部参事　まず１点目の

し尿処理手数料の内容ということでござ

います。し尿処理手数料につきましては

定額制とそれから従量制とに分かれてお

りまして、定額分が２５６万８，５００

円、従量分が２３１万９００円となって

おります。定額分の世帯数でございます

けども、平成２２年度末で５７１世帯、

これが平成２３年度末には４８７世帯と

なっております。

　それから、２点目のし尿収集運搬委託

料で、前年度より減少しております。し

尿収集運搬委託料につきましては基本業

務の委託料、作業委託料、それから不定

期収集に係る委託料というふうに分かれ

ておりまして、基本委託料と申しますの

は今現在２台で収集しておりまして、こ

れに必要な人件費、機械機具費等の基本

的経費に対する委託料でございます。作

業委託料と言いますのは収集件数に応じ

て変動する経費に対応するもので、１件

当たり７０円ということで委託料を支払っ

ているものでございます。それから、不

定期収集に係る委託料につきましてはこ

れは定期以外の不定期ということで、１

リッター当たり中間収集でございますと

７．５円で、臨時の収集に対する委託料

を支払っているものでございます。ちな

みに、基本委託料のほうにつきましては

前年度と変わっておりませんけれども、

作業委託料につきましては１件当たり７

０円、これは、平成２２年度は１００円

としておりましたものを１件当たり７０

円としたもので、３０円値下げしており

ます。さらに、中間収集分の７．５円で

ございますけども、これも平成２２年度

は８．５円としておりましたけども、こ

れを平成２３年度は１円値下げしまして

７．５円としております。ちなみに、本

年度２４年度でございますけども、この

７．５円をさらに５円に値下げをしてお

ります。

　次に、神安土地改良区負担金でござい

ますけども、神安土地改良負担金につき

ましては経常賦課金と排水施設の維持管

理費負担金に大きく分かれております。

経常賦課金と言いますのは、土地改良区

の事務費、事務諸費などの事務経費の負

担金で、用排水面積に応じて算定される

ものでございます。排水施設の維持管理

負担金につきましては排水施設の管理に

要する費用を関係団体で負担しているも

のでございます。経常賦課金につきまし

てはさらに排水賦課金と用水賦課金とに

分かれておりまして、排水賦課金が４７

万８，１７０円、用水賦課金が６５万３，

９６０円、排水施設維持管理費等負担金

につきましては１，６２４万６，４００

円、これが神安土地改良区負担金の内訳

でございます。今後の見通しで、この負

担金がどうなっていくのかということで

ございますけども、排水賦課金、用水賦

課金、これらは経常賦課金と呼ばれるも

のでございますけども、これは用排水面

積に応じて負担するもので、事務費、事

務諸費を用排水面積に応じて算定されて

いるということから、面積等がだんだん

減ってくれば、これも徐々に減っていく

ものと考えております。排水施設の維持

管理費負担金につきましても急激に減っ

ていくことはないですけども、水路等が

減少していけば、それに係る維持管理費

等も減少していくと考えております。

　次に、公共下水道事業特別会計繰出金

でございますけども、繰出金の考え方と

いうことで、基準内の繰出金、これは一
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般会計で負担すべきものということで、

問題は汚水処理に要する経費を使用料収

入だけで賄えない状況が続いております

ので、依然として赤字補填のための繰り

入れが必要だということでございます。

財政課ともいろいろ話をしてますけども、

現在、資本費平準化債を発行しておりま

す。これが市の財政事情からもやはり当

分の間必要であると、中期財政見通しに

おいても、この資本費平準化債の発行を

前提にして計画が策定されているという

状況でございます。特に、平成２６年度

からはこの資本費平準化債、平成１６年

度から借り入れを行っておりまして、そ

の１０年目、平成２６年度からは元金の

残額部分の一括償還をしなければならな

いということで、公債費が急増いたしま

す。当然その財源としては借換債を予定

しておるわけでございますけども、依然

としてこのように公債費もずっと高止ま

りの状態が続いていく、一方で使用料収

入は大きな伸びは期待できない、平成１

９年度以降減少傾向にあるということか

らも、繰入金については今後とも今のよ

うな状況、赤字補填のための繰り入れが

当分の間必要であると考えておりまして、

繰出金についても２０億円を上回るよう

な金額が必要になってくると考えており

ます。

　次に、番田水門内水対策負担金でござ

いますけども、番田水門の内水対策事業

としましては、まず安威川左岸ポンプ場

の建設に係る負担金というものがござい

まして、これは淀川右岸の流域下水道事

業として実施されたものでございます。

その事業に対して本市が応分の負担をし

ていくというもので、これについては現

在２８８万円程度の金額でございますけ

ども、これが平成２５年度ぐらいまでは

増加してまいります。５００万円を超え

るような金額になろうかと考えておりま

す。それ以外の内水対策事業としまして、

三箇牧ポンプ場の建設償還金負担金でご

ざいますが、これは大阪府が実施した工

事で、これに対して本市のほうが事業費

の２５％を負担しているものでございま

す。そのほか三ツ樋樋門改良償還金負担

金というのがございます。これは神安土

地改良区と本市とで負担をしているもの

でございます。さらに、番田水路下流部

の負担金、これは浜町の堤防のかさ上げ

でございますけども、こういった事業が

ございます。本市の負担割合については

調査して改めて答弁させていただきます。

○野原修委員長　山口次長。

○山口土木下水道部次長　まず、水路占

用につきましては非常に対応が難しい状

況でございます。我々といたしましても

不法占拠の解消に向けて努力をしていか

なければならないと認識はしております。

しかしながら、正直なところ交渉に非常

に時間がかかる内容でありまして、相手

からは別の場所の不法占拠を解消してか

らとか、いろいろ難題をぶつけられてい

るのが実情でございます。担当職員とし

ても手が負えないという状況であります

が、不法占拠対応策がごね得とならない

ように、時間をかけてでも相手側に交渉

を重ねながら理解を求めていくように努

力してまいりたいと思っております。ま

た、何回も不法占拠で現場に行ってもな

かなか進まない場合は裁判も視野に入れ

て、今後考えてまいりたいと思っており

ます。

　次に、決算概要の１２２ページの排水

管及び水路しゅんせつ委託料についてで

ございます。当初８７０万円の予算を計

上させていただいておりましたが、決算

額は５２６万３，８６０円となっており

ます。これは管、及び水路内の土砂、ご
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み等が堆積したところ、疎通能力の低下

に伴いまして、緊急を要する箇所を速や

かにしゅんせつするために、市内ではご

ざいませんけれど、７社のしゅんせつ業

者と単価契約を行って、しゅんせつを行っ

ております。それと、水害対策はどうか

ということでございますが、もちろん水

害のときには管や側溝、集水桝が詰まっ

ているときには、単価契約業者で速やか

に清掃等も行っている現状でございます。

　続きまして、淀川右岸水防事務組合負

担金でございますが、平成２２年度に比

べて増額になった理由でございますが、

これは東日本大震災によりまして、消防

団員の殉職者に係る公務災害補償等によ

る経費が多額になることから消防団員等

の公務災害補償に係る掛金の額が消防団

員一人に当たり今まで１，９００円だっ

たんですけども、２万４，７００円とな

りまして、２万２，８００円引き上げら

れました。これは平成２３年度の１年限

りでございますが、摂津市分といたしま

しては消防団員が５８０名おられます。

なお、この財源に関しましては国から、

平成２３年７月２５日付で成立いたしま

した第二次補正予算におきまして計上さ

れた特別交付税の一部を活用いたしまし

て、追加掛金に係る市町村の負担の全額

について特別交付税で配分されることに

なっております。

○野原修委員長　堀参事。

○堀土木下水道部参事　まず、道路反射

鏡定期修繕事業について、建設常任委員

会において材質を改善できないかという

ご意見をいただき、ステンレスはどうか

というお話もございました。私どもで素

材につきましていろいろ検討をしたわけ

でございます。平成２２年度にご意見を

を受けまして、私どもでメーカーに相談

に行ったことがあるわけなんです。ただ、

このメーカーは厨房専用でやっておられ

る方で、屋外の構築物については余り細

かいことはわからないと言いながらもい

ろいろ教えていただいたことがございま

す。それについてお話をさせていただき

ます。

　まずステンレスも絶対に腐らない、転

倒しないということではないことです。

傷がつきますと倒れますし、外で雨、風、

に曝されるとどういう状況になるかはわ

からないので、そういう事を考慮してく

ださいということでございました。また、

普通の鋼製品よりはやわらかいと、ただ

加工という形になってきますと、曲げた

り加工するには専門家で検討してくださ

いというお話がございました。取りつけ

の金具で心配した電蝕や腐食については

ステンレスと鋼という形で、電蝕の問題

は心配しないでいいでしょうということ

で、使うことは可能ですからメーカーで

十分な検討してくださいという回答でご

ざいました。私どもがこれにつきまして、

どう検討を加えてきたかということでご

ざいますが、先ほど委員がおっしゃいま

したように、支柱に亜鉛メッキを施した

道路反射鏡が売られております。見た感

じは上から塗装しておりますので、見え

ないかもわかりませんが、平成１６年か

らそういう材料を使うようにして設計し

ております。ほぼ１０年が経過してきて

いますので状況を確認しながら、全体を

ドブ漬け塗装した、亜鉛メッキのほうが

一番安全なのか、そういうものについて

も検討していきたいと思っております。

　次に、東別府二丁目地域における道路

敷の所有権移転請求訴訟についてでござ

います。この裁判につきましては平成２

１年度、東別府二丁目地域内道路を所有

する会社２社に対して、道路保全という

形で売り払い防止の仮処分申請を行って
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おります。その後、仮処分を行った後、

所有権登記請求事件を起こしまして、平

成２３年４月に判決が出され、５月に判

決が確定しております。その後、平成２

４年に供託金の返還を大阪法務局へ求め

ております。供託金３，５００万円と６

００万円に利息の２万１，７００円と３，

２４０円がついてきたという形で、この

合計が４，１０２万４，９４０円という

形になっております。それから、訴訟委

託料合計で４５７万９，５２０円につい

てです。これは先ほど言いました東別府

２丁目地内の道路所有権移転登記請求事

件にかかわる訴訟費用など、弁護士にか

けました実費と成功報酬でございます。

これが３８７万１，５７０円。あともう

一つは平成２２年に正雀で発生しました

妨害物除去等仮処分命令申立事件にかか

わる弁護士の報酬とその仮処分にかかっ

た費用が７０万７，９５０円。合計で４

５７万９，５２０円となっています。

　あと、道路補修事業についてでござい

ます。平成２３年度から平成２８年度に

向けて５か年計画を立てております。そ

れに基づいて事業を進めたいと思ってい

るんですが、なかなか予算が厳しい状況

でございまして、年間計画の半分ぐらい、

１億円ぐらいの予算がついている状況で

す。平時は修繕工事には補助がございま

せんが、平成２２年に枠が広げられまし

たので、その補正を行いまして２，５０

０万円の修繕工事、それを国費でいただ

いておりました。これにつきましては補

助対象額２，０００万円でございまして、

その５５％、これが補助金の対象となっ

ております。それであと、順位付けにつ

きましては５か年計画を立てるときに現

地を確認し、工事計画を立てるわけです

が、毎年舗装も傷みの激しい箇所、危険

な箇所がどんどんふえております。それ

につきましては計画外でございますが、

年度ごとに補修場所を確認しながら事業

を執行している状況でございます。

　橋梁長寿命化修繕事業につきましては

平成２１年に点検を実施しております。

その中では健全というご報告を受けてお

ります。しかしながら、通行面の手すり、

伸縮目地の飛び出し、舗装面のでこぼこ

ということはございますので、平成２３

年度は柳田歩道橋につきまして伸縮目地

の修理、塗装の塗りかえ、歩道面の保守、

を行っております。

○野原修委員長　山口次長。

○山口土木下水道部次長　水防資材につ

いて説明しておりませんでしたので、答

弁させていただきます。

　水防資材でございますけれども、市内

全域では土のう６，８００袋を用意して

おります。内訳でございますが、市役所

横の高架下で３，８００袋、それと新在

家の新幹線の側道で２，５００袋、それ

と正雀の安威川公民館南側で５００袋の

備蓄をしております。それと、平成２３

年度は水防資材といたしまして、９万９，

３８２円を使用させていただいています

が、この分はブルーシート、それと土の

う袋、それとマスクの購入をさせていた

だいております。

○野原修委員長　山本課長。

○山本道路交通課長　夜間点滅式交差点

鋲でございますけれども、当初の交通対

策費中、交通安全対策工事請負費といた

しまして３２３万円計上いたしておりま

したけども、そのうち夜間点滅式の交差

点鋲に使用しますのが７５万５，０００

円の予算内でございます。実際には６０

万９，０００円で７基設置いたしており

ます。新設は３か所で、復旧は４か所と

なっておりますが、この予算の中でやり

くりしておりますので、新設はなかなか
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難しい状況でございまして、ほとんど復

旧に要しているのが現状でございます。

自治会で設置されたということでござい

ますけれども、現在自治会で設置してい

ただいたものは８か所ほどございます。

それが平成２０年、２１年ごろに設置さ

れたものでございまして、まだ耐用して

おりますが、復旧に際してはまた自治会

との協議になろうかと思います。できま

したら自治会でお願いしたいと思ってお

ります。

　次に、モノレール南摂津駅の自転車駐

車場の土地借上料についてでございます

けれども、過去に税のことも含めまして

値段の交渉には当たっておりまして、少

しではございますけれども、下がってき

た経過はございます。委員がおっしゃっ

たように購入とか、交換というお話もし

てまいりましたけれども、もし購入、交

換ということをお考えいただけるんでし

たら、そのための鑑定費用だとかという

ことも計上しなければいけないというこ

とまでご相談申し上げましたけれども、

売るつもりはないという返事をいただい

ておりますので、今の借上料の中で下げ

られる交渉を続けていきたいと思ってお

ります。

　あと、正雀駅前の土地購入費でござい

ますけれども、正雀南千里丘線外２路線、

道路改良事業に係る土地購入費でござい

まして、道路拡幅整備の計画区域におき

まして道路法１８条の規定に基づきまし

て、道路区域の変更を行っております。

開発行為などに当たっては道路管理者の

許可が必要とすることにしております。

今回、区域内で建築物の新築の計画が出

されたことによりまして、補正をいただ

きまして、平成２３年度で買収をいたし

たものでございます。この路線について

は正雀南千里丘線でございまして、委員

がおっしゃった正雀本町７号線というの

は駅に向かう南北の通りでございまして、

そこは、以前に駐輪場との交換で取得し

ました約９２平米ほどの土地がございま

すけれど、それ以外にまだ新たな交渉ま

では至ってない状況でございます。

○野原修委員長　西村課長。

○西村公園みどり課長　緑化推進費の誕

生記念樹の件でございます。

　まず、誕生記念樹の標札の件でござい

ますけれども、パトロール等で確認いた

しておりまして、その際、状態が悪い物

につきましては予算の関係を見ながら年

度の最後のほうになるんですけども、標

柱の設置をいたしております。

　ご指摘の平和公園でございますけれど

も、平成５年４月に植樹いたしました分

の標柱は現在異常な状態でございます。

これにつきましては予算を見ながら標柱

の設置がえを行っていきたいと思ってお

ります。

　それから、樹木の管理でございますけ

ども、これにつきましてはずっと行って

おりまして、記念樹の台帳はつくってお

ります。ですから、何年にどこに植えた

というのははっきりわかるようになって

ございまして、その中でも中には枯れる

ものがございます。ですから、枯れまし

た際には新たに同じ樹種を設置している

ものでございます。平成２４年につきま

してもクスノキ２本を補植いたしました。

　それから、この記念樹につきまして年

に二、三回でございますけれども、市民

の方から自分の生まれたときの木はどこ

にあるのか、それはどうなっているのか

という問い合わせもございます。このよ

うに大切な木でございますので、大切に

育ててしているわけでございます。しか

しながら、毎年行っていきたいわけでご

ざいますけれども、現在、市場池公園の

－15－



ほうで植樹祭を年２回行っておりますけ

れども、植える場所がなかなかなくなっ

てきたというのが現状でございまして、

平成２３年度から今までずっとクスノキ

を植えてきたわけでございますけれども、

そのクスノキから桜にかえましたので、

ほかのところでももう少し植えられるん

じゃないかということがございます。で

すから、この場所に植えてほしいという

市民からのご希望もございます。これを

考えながら、これから先の植える場所に

ついて選定してまいりたいと考えており

ます。

○野原修委員長　川上参事。

○川上道路管理課参事　土木維持作業業

務委託料の中に公園ごみの回収などが入っ

ておって、その現状はどうなのかという

点にお答えします。

　当初平成１９年から始めまして、数年

の間は土木維持の中でやっておったわけ

なんですけれども、近年、資源ごみとい

う言葉がよく出されますけれども、それ

によって洗浄とかそういう作業をしなけ

ればいけない状態が生じてきました。そ

れにかかわる費用が余りにも大きいもの

で、当初公園ごみの回収ということでい

ただいた金額よりも高くつくような状況

があったことは確かなんです。それから、

現在はシルバー人材センターに前年度よ

り委託させてもらって、危惧はしたんで

すけれども、委託することによって予算

内でおさめることが可能になっておりま

す。ですから、金額的に現在の状況は切

羽詰まってるという状況ではなく、反対

に工夫することによって不用額も出たと

思っております。以上が今の状況でござ

います。

○野原修委員長　それでは、答弁漏れが

あるようでしたら、２回目で再度質疑を

していただくようにお願いします。

　山本委員。

○山本靖一委員　お聞きしたいことがな

かなか返ってこない訳ですけれども、改

めて質疑をしたいと思います。

　まず、し尿処理の問題です。具体的な

数字をお伺いします。５７１世帯が４８

７世帯になったと。この中でお聞きした

いのは、このし尿処理についても減免世

帯があったと思うんです。何世帯なのか、

幾らなのか、どういう生活状況をされて

いて、どういう扱いになるのか気になる

ところです。具体的に把握されていると

思いますので、それはお聞きしたいし、

廃止の方向性を出されたわけですから、

その具体的な検討についてお答えいただ

きたいと思います。

　それから、し尿収集運搬委託料、これ

は随分頑張っていただいて、いろんな形

の中で数字が出てきてるというふうには

思うわけですが、毎年２００キロリット

ルほど減少するということで、正雀終末

処理場機能停止に伴う吹田市との交渉に

おいて応分の負担を請求する際には、ど

の時点で固定をして交渉するのかという

思いもあるわけです。決算概要１０６ペー

ジのクリーンセンター管理事業において、

正雀終末処理施設維持管理負担金１，４

８１万８，９４４円、正雀終末処理施設

整備負担金で３，０５６万４，８６１円、

し尿処理費全体で１億６２７万１，５７

４円かかってます。正雀終末処理場が機

能停止すれば、これから他の自治体にお

願いしていかなければいけないのですが、

吹田市との交渉で吹田市に求める応分の

負担の考え方を改めて聞かせていただき

たいと思います。

　それから、神安土地改良区負担金の問

題、先ほどお聞きしたんですけれども、

これは何年ごとに見直していくんでしょ

うか。具体的に見直しをされた経過があ
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るんでしょうか。毎年同じような金額に

なっていくのか、神安土地改良区も事務

費のほうは場所が少なくなっても同じよ

うに人が要るということだと思うんです

けれども、全体として面積というのは減っ

てくると思うんです。それと、神安土地

改良区が本来やるべき仕事、摂津市がや

らなければならない仕事、神安土地改良

区の管理区域の中の関係市町村の役割に

ついて、見直していくということはいろ

いろやられているかもしれませんけれど

も、摂津市が出している負担金の中で意

見を出していくというようなこともきち

んと方針として出していかなくてはなら

ないと思うんです。どういうふうに思っ

ておられるか、お聞きしておきたいと思

います。

　それから、水路の不法占拠の問題です。

これは先ほどお聞きしたら、随分前も同

じことを言っておられました。「うちを

言うんやったら、あっちを先に言うて来

い」という、前からも同じようなことを

言われているんです。それに対して毅然

とした対処をするのが本当の取り組みな

んです。何回行かれて相手がどういうふ

うな話をされているか、それに対して市

の基本的な姿勢、以前の取り組みからし

て今の対応がそれで済んでいるんかとい

うことを教えていただきたいと思います。

　それから、水路だけではありません、

道路の不法占拠の問題です。随分長いこ

とかかっているところがあります。この

間どういうふうに対処されたのか、お聞

きいたします。裁判を起こした事例もあ

りますが、人通りがない場所なら見過ご

してしまうといった問題もあります。こ

れは水路の不法占拠と同じだと思うんで

す。市の基本的な姿勢が問われていると

いうふうに思いますが、ずっとこのまま

来てるんではないかという思いがします。

たくさんの事業がありますから、なかな

かそれだけにかかっておられないという

ことはあるかもしれませんけれども、やっ

ぱり大事な市民の財産ですから、そのこ

とに対して市は足元を見られるわけです。

一事が万事ということがありますから、

そういうことについて頑張ってきた経過

を含めて教えていただきたいと思います。

　それから、公共下水道事業特別会計繰

出金について、会計のあり方、それから

一般会計としても公共下水道事業特別会

計の借金をどういうふうにしていくか、

資本費平準化債の考え方についても整理

していかなくてはならないと思うんです

が、今の財政状況から見たら資本費平準

化債に頼らないと仕方ないということの

中からやむなくきてるような、そんな方

向なのかなと思うんですけれども、しか

し大きな金額ですから、考え方を整理し

ていく、何回も同じような議論を繰り返

すようなことになるかもしれませんけれ

ども、繰出金についても部長のほうで随

分交渉されてるかもしれませんけれども、

そのやりとりの中でご苦労されているよ

うなことも含めてお聞きしておきたいと

思います。

　それから、夜間点滅式交差点鋲の関係

ですけれども、これは自治会との交渉と

いうことで、裕福な自治会ではそういう

ふうにやっておられる所があるかもしれ

ません。そういうふうに自治会自身がい

ろいろやっていかれることについて関知

しないということではないと思うんです。

自治会のほうは役員さんがかわっていき

ますから、そのときに知らんかったとい

うことになってたら市の責任が問われて

いくわけですから、やっぱり一定の協定

書みたいなもの、約束事みたいなもの、

そういうものを整理していく必要がある

と思います。考え方を整理する必要があ
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るんではないかなという気がするんです

が、もう一度お聞きしておきたいと思い

ます。

　それから、賃借料の問題は随分ご苦労

されているんですけども、固定資産税も

下がってきますし、市が困っていると、

非常に財政的に困難な状況にありますん

で、そういうことの中で理解をしていた

だく努力を重ねていくというのが大事だ

と私は思うんです。土地の活用について

は市民的には議論されていません。そう

いう中でこの借地問題なども解決してい

くべき問題、担当だけではなしにそうい

う性質のものだというふうに思うんです

けれども、この辺は部長にご答弁をいた

だきたいと思います。

　それから、道路反射鏡の素材の問題で

す。いろいろ検討していったというよう

なことで、民間企業のほうにも協力のお

願いに行かれたというようないろんな経

過も知っています。改めていろんな素材

について検討していくということなんで

すけれども、専門的なところからきそう

いう情報を得られたということではない

と思うんです。他市にそういう状況がな

いからといいようなことかもしれません

けれども、毎年これから８００万円余り

かけて１０年以上過ぎたところをやって

いくということですから、そのお金の効

果的な活用と同時に、一つでも折れて事

故を起こせば大変な金額につながってい

く、お金の話ばっかりしたらいけません

けれども、人命にかかわるようなことが

あったら、これはもう大変なことになる

わけですから、やっぱり日常の安全を確

保していく上でそういった研究を、何年

も何年もということではなしに、集中的

にやれば答えが出てくると、そんな難し

い話ではないと私は思うんですけれども、

検討するというふうにおっしゃっていま

すので、これはそんなに時間をかけてと

いうことではなしに、だめやったらだめ

というような答えを出していただいたら

と思います。費用対効果の関係でいつも

おっしゃっていますから、この点もお答

えをいただきたいと思います。

　それから、市内循環バスと公共施設巡

回バスについてです。このことについて、

２年間にわたって市長から進めていきた

いという方針を述べられました。それが

これからまだ先に延びていくというよう

な状況、これは建設常任委員協議会の中

でも聞きました。平成２３年はアンケー

トを採られました。このアンケートは随

分否定的な内容だったという、市民の方

の要求が伝わってこないというふうな報

告もあったんですけれども、どういう目

的でとられたのか、本来高齢者とか、社

会的弱者と言われる方の社会参加を促す

という意味での公共交通手段の確保、そ

れを補填するために公がいろいろ手だて

を尽くしているということなんです。そ

ういう社会参加を促していくという基本

的な議論のところはどうだったのかと改

めて思うんですけれども。交通所管のほ

うで考えていくのか、そうでなしにそう

いった方の社会参加をかち取っていくと

いうふうなこと、それから同時に今の高

齢者の方の交通事故などがふえていて、

免許証を返していく、事故を減らして、

社会的な損失を減らしていくという考え

方の中で免許証を返された方に対してい

ろんな市としての施策を出しているとい

うような自治体があるのもご承知のとお

りです。そういう中で巡回バス、循環バ

ス、それぞれに対して今また先送りする

というようなことで来ていますけれども、

この２年間は何だったのか、あるいはこ

の３年目の同じような状況で元に戻って

しまったというふうなことを見ていった
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ときに、市長が述べられた市政運営の基

本方針の軽重が問われると私は思うんで

す。１年間どれだけ努力してきたのか、

どういう方向で努力してきたのか、しか

も理念として、市民の方から何のために

要求が出ているか、それを解決するため

に所管だけではなしに、他の所管との関

係でもって整理をしていく必要があった

んではないかと思っています。福祉の分

野では移送サービスの車をふやしたりと

かいろいろされてますけれども、社会的

交通弱者に対する基本的な姿勢です。そ

ういうことについてお聞きをしたいと思

います。

　それから、近鉄バスとの交渉です。こ

れまで繰り返し言われてきたのは補助金

１，０００万円を削れば路線が廃止につ

ながるから、この１，０００万円はやむ

を得ませんというようなことがこれまで

ずっと言われてきました。そうすると、

この１，０００万円を補助するというこ

とだけではなしに、その１，０００万円

の中身です。平成２３年度の利用者の数

を教えていただきたいと思います。この

１，０００万円で効果的に市民の足を確

保するというところの中でどんな交渉を

されてきたのか。補助金を削るというだ

けの交渉ではなしに、１，０００万円が

有効に使われるような交渉をすべきだっ

たんではないかというような思いがする

わけですけれども、そういう交渉がされ

てきたのかお聞きしたい思います。

　それから、東別府２丁目地内の道路所

有権移転登記請求事件についてです。基

本的な方針として、市のほうに権利が移

管されていないで事例では、市のほうに

移管していただく、そういう努力を一つ

一つ積み重ねていくということが必要だ

と思うんですけれども、そういう状態に

なってるところに対してどうしていくの

かというようなことをお聞きしたいと思

うんです。あと何か所あって、それぞれ

いろんな理由があると思いますけれども、

見通しなどをあわせて聞かせていただき

たいと思います。

　番田水門内水対策負担金については改

めて答弁していただきますので、その後

でお聞きしたいと思います。

　それから、しゅんせつについて、以前

は計画的にやられてきたという認識をし

ているわけですけれども、しゅんせつだ

けではなしに、田植え時期とか、それぞ

れ季節によって水路に水をためておかな

ければならないというふうな理由はある

かもしれませんけれども、今の気象予報

というのは当たりますから、いろんな準

備をされていると思うんです。事前に水

を落としていこうという、これは自動的

にポンプが稼働するということではなし

に、今の対応の中で進めていくだけでは

なしに、いろんな工夫をしていく、例え

ば自治会のボランティアの方とか、専門

家でなかったらポンプを動かすというこ

とはなりませんけれども、そのほかには

例えば道路の雨水桝も清掃とか、いろい

ろ管理していただいているような方がい

ますし、やっていただいている自治会も

あるそうです。自治会にいろんなことを

お願いするというのは非常に恐縮ですけ

れども、こういう状況の中では皆さんの

気持ちも随分変わってきてると思います

ので、そういうところへの働きかけ方が

あると思うんです。小さなことの積み重

ねが少しでも水害を防ぐというか、ほか

につながればという思いがありまして、

そういう点での基本的な考え方をお聞き

したいと思います。

　阪急正雀駅前の土地購入費についてで

す。府営住宅から駅前に行くところにつ

いて拡幅していくという計画で、これは
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今の財政状況の中でそのとおり進めてい

くのかというふうなことをお聞きしてい

るわけです。基本的な考え方です。公共

交通手段とかいろんなことの考え方を整

理する中で改めて大きな道路を持ってい

く必要があるのかどうか。本来あればい

いんですけれども、やっぱり今の財政状

況の中でそのことが本当に必要になって

いくのかなという思いもするわけです。

駅前の交通状況として本当に人が減って

きています。阪急摂津市駅のほうに随分

人が行かれたりとか、ＪＲのほうに人が

行かれたりとか、随分人の流れが変わっ

てきてるというような状況の中で真剣な

検討と言うんでしょうか、平成２３年度、

そういう視点で物事を考えてこられたこ

とがあるんかなというようなことを知り

たいと思いますんで、答弁をよろしくお

願いします。

　それから、緑化推進費の誕生記念樹の

件です。これは桜にかえたということで

すけれども、クスノキは樹が高くなって

きますよね。場所がなくなれば伐採の対

象になってくるのか、あれだけの間隔で、

将来どんなふうになっていくのかなとい

うのを思うんですけれども、今はいけて

るけれども、将来植えるところもなくなっ

てくると、これはいつの時点でというよ

うなことがもちろん出てくるかなという

ことです、植える場所がなくなるわけで

すから。そこの考え方の整理はまだずっ

と先に送っていくんでしょうか。毎年同

じような思いをしながら記念植樹の祭典

をやっておられるのではないかなという

思いがするんですけれども、一度聞かせ

ていただきたいと思います。

　それから、水防費の淀川右岸水防事務

組合負担金についてです。東日本大災害

で消防団員のために公務災害の費用をそ

こで組んだということですが、水防事務

組合に対する負担金としてそういうとこ

ろに入れる理由を教えていただきたいと

思います。水防事務組合はこれまで随分

長い歴史を持っていて役割を果たしてこ

られたと思うんですけれども、今具体的

にどんな活動をされているのか、水防倉

庫もたくさんありますけれども、こうい

うところの資材について、点検もされて

いると思うんですけれども、毎年資材の

更新とか、水害がないということが一番

ですから、一度も使われていない資材も

随分あるんではないかと、今の時代にそ

ういうもので対応できるのかどうかとい

うようなことも含めていろいろ心配する

ことがあります。淀川右岸水防事務組合

負担金１，３２２万３，６００円は保険

料が１年間でふえたからというようなお

話ですけれども、これが水防事務組合に

対するお金の出方で正しいのかどうか。

この点を教えていただきたいと思います。

○野原修委員長　石川参事。

○石川土木下水道部参事　し尿処理手数

料のうちの減免世帯数の内訳でございま

すけども、平成２３年度は減免額として

は１５件、１万３，８００円でございま

す。内訳としては障害者のいる世帯１０

件、独居老人世帯３件、一人親家庭世帯

が２件という内容でございます。この減

免の考え方でございますけども、上下水

道の福祉減免が廃止されることに伴いま

して、し尿処理の減免も廃止したいと考

えております。福祉部局のほうで福祉減

免にかわる代替措置を講じられる予定で

ございので、上下水道と同じように福祉

減免制度については廃止を予定している

ところでございます。

　それから、収集運搬委託料でございま

すけども、過去５年間で、大体し尿と浄

化槽汚泥で合計しまして年間２００キロ

リットル以上減少しているという状況で
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ございます。こういった過去５年の減少

量等を考えまして、同じようなペースで

減少すれば大体十七、八年ぐらいでなく

なっていくという、これは机上の計算で

はそういうふうになっていくわけでござ

います。吹田市と今、交渉しております

のはこの差額というものをどういうふう

に出していくかということで交渉をして

おります。その前提として量が今後どう

いうふうに減っていくのかということ、

それから差額の経費の中にどういったも

のを含めていくのか、一つはクリーンセ

ンターの管理費、それから収集運搬委託

料、それから人件費等でございますけど

も、こういったものが仮に正雀終末処理

場が存続していた場合にどういうふうに

推移をしていくのか、これは予想額でし

か算定できません。そういった一定の量

であるとか、差額対象経費であるとか、

これをどういうふうに定めていくのか、

これをまず定めた上で差額の計算をして

いくべきものでございます。まだ、これ

は吹田市と協議中でございまして、確定

はしておりません。

　それから、神安土地改良区負担金でご

ざいますけども、見直しの経過と言いま

すか、神安土地改良区負担金は、先ほど

説明しましたように経常的な経費に対す

る負担金と、それから排水施設の維持管

理費負担金がございます。経常賦課金と

いうのは事務費、事務処理などの経常的

な経費に対する負担ということで、これ

は用排水の面積に応じて本市が負担して

いると、ただその単価、例えば排水賦課

金でございますと、１平米当たりが０．

９５円、用水の賦課金でございますと、

１平米あたりが３．５４円という単価に

なっております。この単価というのは以

前から変わってはいないんですけども、

この単価がどういうふうに算定されてい

るのかと言いますと、排水賦課金の０．

９５円で言いますと、排水施設の維持管

理費、これを排水の地積で除した額を基

本に、さらに農家等への負担も考慮して

この額が定められたと聞いております。

用水賦課金、この３．５４円、これも用

水施設の維持管理に係る維持管理費を用

水地積で除した額、これを基本に農家等

への負担も考慮し定めらされているとい

うことで、この単価については以前から

変わっておりません。

　排水施設の維持管理費負担金でござい

ますけども、これは本来農業用排水路に

係る農家等が負担していただくべきもの

なのかもわかりませんけども、神安土地

改良区の場合は市街化の進展によりまし

て、こういった農業用排水路が下水の機

能を兼ねているという実態がございます。

こういうことから排水施設の管理に要す

る費用を関係団体、高槻、茨木、摂津市

が負担してるというもので、その負担割

合と言うのが関係市の協議によって決め

られているものでございます。

　先ほどの説明で漏れておりましたけど

も、この排水施設維持管理費負担金の中

に冬季送水負担金というのがございまし

て、これは冬場に悪臭対策、それから防

火用水として利用するために送水をして

もらってると、こういう負担金もござい

ます。さらに平成２３年度からは親水緑

地施設維持管理費と言いまして、これは

一津屋の農業協議会等が行っている水路

清掃活動等に要する費用の負担金という

ことで、これが１５万円となっています。

さらに府営事業として番田水路に係りま

す排水樋門、水位監視施設の管理費負担

金２８万９，０００円、こういったもの

が平成２３年度は計上されております。

こういったことから本来、神安土地改良

区が負担すべきものという中にも、先ほ
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ど言いましたように市街化の進展状況等

を加味して関係市が負担しているという

ことがございます。こういったものをそ

れぞれの関係団体と協議し負担割合等を

決めているところでございまして、今後

も、より適正な負担のあり方について関

係団体等と協議をしていきたいと考えて

おります。

○野原修委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５０分　休憩）

（午後　０時５７分　再開）

○野原修委員長　それでは、再開します。

　石川参事。

○石川土木下水道部参事　番田水門の内

水対策事業に係る負担割合で、三ツ樋樋

門の改修でございますけども、これは神

安土地改良区事業でやっておりまして本

市の負担は５０％となっております。

　浜町の堤防のかさ上げにつきましては、

堤防本体部分については７．５％、それ

から利活用の部分、これについては８．

５％となっております。

　それから流域下水道事業で行っており

ます安威川左岸ポンプ場につきましては、

本市の負担割合は２４．７２％となって

おります。

○野原修委員長　山口次長。

○山口土木下水道部次長　まず水路管理

について、日常的な管理、特に不法占拠

者には毅然とした態度で取り組むように

ということでございます。今度、地元水

利委員と協議をしまして、特に悪質な場

合は私どものほうが毅然とした態度で今

後取り組んでまいりたいと思っておりま

す。

　また、これまでの取り組み状況でござ

いますけれども、鳥飼中２丁目、３丁目

の八尾茨木線沿いで不法占拠がありまし

た、そこに関しては倉庫、車庫等で使用

していたところを片づけをしていただい

ているところでございます。

　次に、しゅんせつの委託についてでご

ざいますが大雨のときには、集中管理室

で監視しておりまして、大雨洪水注意報

が発令されましたら速やかに水を水路に

落とすようにしておりますので、それは

間違いないと思っております。

　それと、まちの美化活動のときにどう

かいうことですけども、今現在、約７０

自治会でまちの美化活動等の清掃活動も

していただいておりますので、今後もま

ちの美化活動等に関しては働きかけを進

めてまいりたいと思っております。

　続きまして、淀川右岸水防事務組合負

担金でございます。東日本大震災による

水防団員の殉職者ということですけども、

これは水防団員等も含まれますので、水

防団員等ですので、消防団員も含まれて

おりますので、その関係上でございます

ので、追加させていただきます。ですか

ら、消防団もあるし、水防団もというこ

とですので、よろしくお願いいたします。

　それと、淀川右岸水防事務組合の活動

でございますけれども、洪水または高潮

に対しまして、水害を警戒し、防御し及

びこれによる被害等を軽減するために必

要とする事務等行っております。この組

合は、水防業務達成のための施設、資機

材の充実、水防組織の強化等を鋭意努力

してまいるとともに、広範囲の組合区域

を防御するための水防団の組織でござい

まして、約２，９００名の水防団員がそ

の任務の遂行に当たっております。

　水防計画や水防業務に係る重要事項を

審査し、審査をするための水防協議会も

設置しております。

　次に、主な水防訓練の活動でございま

すけれども、淀川上流部、中流部、下流

部ございますけども、そこの水防訓練を

行っております。
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　それと、関係機関への防災訓練の参加

でございますけれども、大阪府地域防災

総合演習の参加、島本町総合防災演習の

参加、消防署合同水防訓練の参加、高槻

市の防災訓練の参加、茨木市総合防災訓

練の参加、そして摂津市総合防災訓練の

参加、と吹田市総合防災訓練の参加等を

しております。

　次に、初心者・指導者等養成水防訓練

でございますが、初心者の水防訓練と指

導者養成水防訓練等も行っております。

○野原修委員長　堀参事。

○堀土木下水道部参事　道路の不法占拠

についての対応ということでございます。

　平成２４年度になるんですが、現在２

件の道路に係る不法占拠物の対応がござ

います。

　１件につきましては鳥飼新町の新幹線

側道と茨木寝屋川線の角、そこは自動車

会社の資材、廃自動車を置かれたという

形ですが、ほぼこれは撤去が完了してお

ります。

　もう１件につきましてはダイキン住宅

内、道路内及び水路敷内の不法占拠物を

排除するために、自治会と共同で対処に

当たっているところでございます。

　道路反射鏡の問題でございます。委員

がご指摘のとおり道路管理者の道路管理

に瑕疵が無いように努めるのが一番の役

目でございまして、これにつきましては、

先ほどおっしゃいましたように構造の検

討は十分にしたいと思いますので、早急

に検討してまいりたいと考えております。

　あと、開発行為で行われております市

のほうに移管されない事例がどのぐらい

あるかということでございます。訴訟を

行う段階で調べますと、そういう箇所は

１８か所ございました。そのうち３か所

につきましては、現在所有権移転の手続

を行っている最中でございます。

○野原修委員長　山本課長。

○山本道路交通課長　夜間点滅式交差点

鋲の件でございますけれども、当時自治

会のほうで予算があるということで、市

のほうで設置できるのは年間数か所でご

ざいますので、予算があるところで設置

いただいたという経緯がございます。た

だ、設置の際の手続関係は市のほうでし

ていたこともございまして、今回委員おっ

しゃったように一定の管理、整理が必要

かと考えております。それに向けて当時

の設置の経過を含めまして、検討してま

いりたいと考えておるところでございま

す。

　市内循環バスと公共施設巡回バスの件

でございますけれども、平成２３年度当

初に周知を図る意味で摂津市の広報に５

月１日号だったと思いますけれども、一

面を割きましてバス特集を掲載させてい

ただきました。それ以降、市内旧小学校

区を含めまして１２校区の自治会と校区

の会長と懇談会を開催させていただきま

した。その中でご意見もいただいたんで

すけども、広報に載せたことをご存じで

すかというふうにお尋ねしますと、ごく

一部のところは見てますよと、あとは載っ

てただろうけど、目に入っているけども

覚えてないという方が大半でございまし

た。

　ただ、皆様がバスに関心がないのかと

いう印象も受けましたけれども、それを

踏まえてバスの内容を知っていただくた

めにアンケートも実施させていただきま

した。

　巡回バスと循環バス、こういう形で走っ

ているということを皆さんに知っていた

だくためも含めまして、アンケートをと

らせていただいたところでございます。

その内容を踏まえて、２年もかかったと

いうことでございますけれども、行った
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ことによってまたわかってきたこともご

ざいます。

　近鉄バスの市内循環バス、これは市が

補助をしております路線バスでございま

すけれども、１，０００万の補助を出し

て運行していただいております。それに

つきましても平成２３年度の乗客数で１

万１３７人、微減でございますけども減っ

てきている状況にあります。

　その中でほかの方法を見い出せないか

ということで、先日、開催賜りました協

議会の中で循環バスの見直し案と新たな

委託バスという方法も提案として出させ

ていただいたんですけれども、補助と委

託２本立てになって費用がかさむという

こともございまして、費用対効果の面か

らまず循環バス、今、近鉄バスも減って

いることはよしとは考えておりませんと

いうことも言っておりますので、市役所

起点となっているものを鉄道駅ＪＲ千里

丘だとかいう起点を変えてでも何か新し

い方策がないかなということを改めて近

鉄バスにも投げかけて、市と一緒になっ

て考えていきたいと思っておりますので、

また素案ができましたら、お示しさせて

いただきたいと思います。

　次に、正雀駅前の正雀南千里丘線外２

路線の道路改良事業についてでございま

すけれども、拡幅計画は以前立てさせて

いただいて、以前は移転補償費というも

のを予算の中で計上いたしておりました。

５，０００万円や、２億円というときも

あったかと思いますけれども、実際には

実現に至りませんでした。

　現在は手数料と測量費だけを計上をい

たしておりまして、先ほども申し上げま

したけど道路区域の変更を行いまして、

区域内での建築物の新築などには制限を

かけておりますので、受け身の状態では

ございますけれども、事が起きたときに

は測量費、手数料をもってまた昨年度と

同じような補正をいただいてということ

も考えているところでございます。

○野原修委員長　西村課長。

○西村公園みどり課長　それでは、山本

委員の誕生記念植樹祭の場所につきまし

てお答えします。

　現在、市場池公園で行っております。

これは平成２３年から、去年から行った

わけでございますけども、あと２年分に

つきましては、場所がございます。ただ、

ほかの公園につきましても誕生記念植樹

祭を行ったわけですけれども、もう植え

る場所がなくなってきているのが現状で

ございます。

　それから、誕生記念植樹祭をする際に

は子ども連れとなりますので、どうしま

しても駐車場が必要となってまいります。

ですから、公園につきましても限定され

てくるわけでございますので、なかなか

場所を見つけるのはしんどいということ

でございますけれども、再度植える場所、

低木を移設するなり、移植をするなりし

まして場所の確保及びほかの場所を見つ

けてまいりたいと考えております。

　それから、クスノキを植えてきたわけ

でございますけれども、クスノキにつき

ましてもかなり大きくなってまいってお

ります。ですけれども、誕生記念樹でご

ざいますので、これを伐採するなんてこ

とは毛頭考えておりませんので、枝を少

し縮めるとかいう形でもって対処してま

いりたいと考えております。

○野原修委員長　藤井部長。

○藤井土木下水道部長　それでは、一般

会計から公共下水道事業特別会計への繰

出金の内容についてでございますけれど

も、先ほども石川参事が答弁したように

自然に発生する雨水に対応するのはこれ

は行政負担ということでありますので、
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基準内の繰出金で賄うということになり

ます。

　あと汚水関係につきましては、使用者

のほうで賄っていく。使用料等で賄って

いくというような大原則があるわけでご

ざいますが、今現在、そういうふうな企

業会計化に向けましての資産の洗い出し

につきまして取り組んでおる次第でござ

いまして、今後、資本費平準化債をどれ

ぐらいまで借り入れるものなのか等々も

含めまして繰出金等についても正式にど

うしていくかということを考えておる次

第でございます。

　続きまして、賃借料でございます。

　賃借料の中で、一番大きいのはモノレー

ル南摂津駅の西側、そこでの駐車場及び

駐輪場の借地が大きいものでございます。

かねてより本市が持っております土地と

の交換または買収なり等々について交渉

経過があったわけでございますけれども、

この駐輪場につきましては、平成９年、

これはモノレールの南進に伴いまして摂

津市が駅前の整備をしたときに設けられ

たものでございます。

　それをつくられたときから、ずっと交

渉重ねておる中で、土地所有者は、「最

初から売る気はありませんでした」と、

「売る土地ではないところに摂津市がつ

くりはったんですよ」ということを言わ

れておるような次第でございますので、

交換にも応じません、売ることもしませ

んということが現実ずっと交渉の度に言

われておりまして、ですが近年の土地の

下落に伴いまして借地料を何とか下げて

いただきたいというような交渉を重ねて

おるような次第でして、金額だけで申し

上げますとピーク時におきましては大体

１，３２５万円程度だったものが今現在

１，０００万円程度になっておるような

今現状でございます。

　これは根本的に、そしたらどうしたら

いいのかといいますと、駐輪場とか、駐

車場の場所を変える。ということしかな

いのかなと。こういうふうに思われるわ

けなんですが、この方の土地にエレベー

ターが設置されていると。このエレベー

ターのところも借地でございます。そう

いった問題がございまして、この駐輪場、

駐車場を移転するのにもどのようにした

らいいのかということで、頭を悩まして

おるのが現実でございまして、私の構想

の中では、一番のネックになっておるの

はエレベーターかなと、このエレベーター

をどうするのか、そうしますとエレベー

ターを移転するにも莫大な費用がかかり

ますし、そういう等を考えますと、借地

もやむを得ないのかというような現実で

ございます。

○野原修委員長　山本委員。

○山本靖一委員　し尿処理手数料の関係

で、先ほど１５件ほど減免を講じている

ということでした。摂津市下水道条例の

第２７条で、「市長は、公益上その他特

別の理由があると認めるときは、使用料

を減額し、又は免除することができる。」

というようなものなんですけれども、し

尿処理手数料についての規定はどこにあ

るんでしょうか。この中に包含されてし

まうとすれば乱暴な話だと思うんです。

さらに、くみ取りの方に対しても減免の

廃止をしていくのかという点についてお

聞かせいただきたいと思います。

　それから、神安土地改良区負担金の問

題についてです。開発で水路が減ってい

る。面積が減っているんではないかとい

うことを具体的に聞きました。いろんな

数字については教えていただきましたけ

れども、具体的にどれぐらいの開発があっ

て、どれぐらいの面積が減って、それに

対する具体的な議論をいつされたのかい
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うことです。一般的な話はいろいろお聞

きしましたけれども、具体的に聞いてい

ます。平成２３年も開発が随分進みまし

た。お隣の茨木市でも高槻市でも同じよ

うな状況だと思うんです。

　神安土地改良区として全体としての予

算を組んでいるけれども、その守備範囲

について、どういう議論がされてきたの

かなというふうに思うんです。もちろん

一般的に事務費が要るわけですし、今持っ

ている施設のいろんな維持費もいるわけ

ですけれども。しかし、そういうことの

中で整理しなければならない問題もある

と思うんです。そういう議論はどういう

ふうにされてきたのかということを聞か

せていただきたいと思います。

　それから、水路管理の問題、これも不

法占拠に毅然と対処をするというふうに

おっしゃったんですけれども、具体的に

何回行かれて、どんな返事が返ってきて、

それに対してどういうふうな姿勢で臨も

うとしたのか、過去の問題をどういうふ

うに検証されて、そのことを糧にされた

のか、そのことを聞きたいと思います。

教えてください。

　それから、バスの問題、アンケートは

実態を広く市民の方に知っていただくた

めにやったという答弁だったと思うんで

すけれども、随分呑気な話ではないでしょ

うか。実態調査というのは平成２２年、

市長が市政運営の基本方針に述べられた

ときに、最初にかかるような仕事だった

んじゃないのかなというふうに私は思う

んです。それを、明くる年にしていくと

いうのは、本当にずさんな、本当にやる

気があったのかということを思うわけで

すね。

　ただ、先ほどお聞きしましたように土

木下水道部でやる仕事というふうなこと

なのかというふうな問題提起をしました。

交通弱者と言われる方たちに社会参加を

していただくために、どんな手だてが必

要なのかというようなことです。免許証

の返還の話もしましたけど、いろんなこ

とを取り組んでいる自治体があります。

こんなことはもう十分に担当として勉強

されてきたことやと思うんですけね。

　今、近鉄バスに対する１，０００万円

の補助金の検証をしていくというふうな

お話ですけれどもね、これはどういうふ

うになってしまうんかなという思いがす

るわけです。もちろん、路線バスとして

の役割はこの１，０００万円の枠の中で

きちっとやっていただくのは大事なこと

だと思うんですけどね。

　随分、この短い間でも二転三転してい

ると、方針が定まっていないというふう

な気がするんですけどれども、改めてこ

のことを聞いておきたいと思います。そ

うでなければ、同じことをずっと繰り返

して、先の先になってしまうというよう

なことになると思うんです。

　必要な事業については、必要な事業費

というのはかかるわけですから、少しで

も効率よくという、それは大事なことだ

と思うんです。実施をしていくという前

提に立ってそういう議論が成り立つとい

うふうに思うんですけれども、そうじゃ

なしに平成２３年度も同じような状況で

きたということについては、やっぱり担

当として反省していただきたいというふ

うに思うんです。

　それから、道路管理の問題では、不法

占拠対応が２か所とおっしゃったんです。

本当に２か所でしょうか。別府の地域の

中にもまだ１か所あったような気がする

んですけれども、それを含めて、不法占

拠で何か構築物があるというふうなこと

だけじゃなしに、実際にいろいろな障害

物を置いておられるというようなことも、
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これは長い時間かかっているような、そ

んなものを見受けますが、そこに対する

指導をどういうふうにされてきたのかと

いうことを聞いておきたいと思います。

　それから、番田水門の問題は、これは

基本的には内水を排除していくため、つ

まり内水の災害を防ぐため目的で設置さ

れた。安威川ダムは上流で降る雨は防げ

ますけれども、このところの水害という

のは、そんなダムの上流に降るような雨

でどうのこうのなっているわけじゃない

わけです。東別府のほうで雨水幹線を入

れていただくという計画を持っていただ

いているわけですけれども、本来身近な

ところでの災害対策いうことで言えばダ

ムよりも私はやっぱり具体的な水路のしゅ

んせつやら、水路の改修やら、それから

雨水幹線の整備というふうに向けていく

のが筋だと思うんですね、大きなお金を

かけてもダムは一旦潰れたら大変な災害

になります。そういう意味で身近な防災

対策という意味で水路のしゅんせつとか、

それから内水排除の対策が必要だという

ふうに思っています。これは予算に係る

問題ですから結構ですけれども、本来の

水害対策として、水路の管理であるとか、

内水排除に対する考え方をしっかりとっ

ていくということが大事だというふうに

思っていますので、これは意見として申

し上げておきたいと思います。

　それから、緑化推進費の誕生記念樹の

植樹の問題ですが、あと２年間は市場池

公園でいけるけども、その先どうするの

でしょうか。

　それから、クスノキについては剪定だ

けで十分に対応できるということですが、

随分ふえてきましたから、剪定の費用が

かかってくるだろうというふうに思うん

ですけれども。こういう事業は大事な事

業だと思うんですけれども、どこかで物

理的に行き詰まる可能性があるわけです。

大変なことだと思うんですけれども、そ

んなに時間はないと思うんです。しかも

これから大きくなってきた木の管理とい

うふうなことも含めて、市民的な議論を

していく必要があるんではないかと思う

のですが、いかがでしょうか。

　それから、淀川右岸水防事務組合負担

金の問題にいきたいと思います。

　これは、水防団、それから消防団とい

うことで金額が一時的に膨らんだという

ことなんですが、この水防事務組合とい

うものは、いろんな意味で役割を見直し

ていく必要があるんではないかというよ

うな思いがあるわけです。

　つまり、河川の改修などというのは、

本来は、国、それから都道府県、そうい

うところの仕事ではないかと思うんです。

いざとなったときにいろんなボランティ

アの方が力を発揮していくというのは、

それは大事なことだと思うんですが、今

の水防事務組合がその任務について、い

ろんな水防訓練をやっているとか、さま

ざまやられているということについては、

それはそれとして、しかし本当に災害が

起こったときにその水防団の方に依頼を

してということだけでは済まないと思い

ます。

　水防倉庫の中に何が入っているのか、

この前お聞きしたら、盗難に遭っている

ような状況もあるというお話なんですけ

どもね、あの中には水防資機材が入って

いると思うんですが、あの中の資機材は

どういうふうな形で更新をされているの

か。

　それから、これは大阪市が中心になっ

て、やっておられると思うんですけども、

毎年の負担金、これをずっと続けていく

には、組織のあり方、それから災害に対

する考え方の整理とかね、国がやるべき
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仕事、都道府県がその河川に対するその

仕事のあり方とかを見ていったときに、

この水防組合の出している役割、目的い

ろいろあると思うんですけれども、整理

をしていく時期にきているんではないか

なというふうな思いがあるんですけど、

そのことについて教えていただきたいと

思います。

　それから、今、具体的に聞きましたけ

ども、水防倉庫の中の資機材、どれぐら

い活用されているのかということですね。

これは災害が無くて一回も活用されない

ということが理想だと思うんです。訓練

のときに使われるようなことがあるかも

しれませんけども、耐用年数が切れたら

交換していかれるんだと思うんですけれ

ども、その資機材が本当に今、役に立つ

のかというようなことも含めて、細かい

話ですけれども具体的なことで聞かせて

いただきたいと思います。

○野原修委員長　丁寧な答弁をお願いし

ておきます。

　石川参事。

○石川土木下水道部参事　し尿処理手数

料の減免についてでございますけども、

これは本市の廃棄物の減量、再生利用及

び適正処理に関する条例第２１条、それ

に同施行規則第１６条第１項第３号に規

定する取り扱いでございまして、この第

３号といいますのは、「その他、市長が

特に認めた場合」ということで、その中

で先ほど申しました障害者等の減免を行っ

ているものでございます。

　確かに、下水道もきていない中で、さ

らにし尿処理手数料の減免までなくなる

ということについて、ご負担をおかけす

るわけなんですけども、最初にも申し上

げましたように、必ずしも対象者の福祉

的なニーズにマッチしていないというよ

うなことから、制度の見直しがされたと

いうことでございまして、福祉部局のほ

うでそういった大きな方向性を打ち出さ

れておりますので、それに基づきまして、

し尿処理手数料につきましても減免制度

を廃止したいと考えているものでござい

ます。

　それから２点目、神安土地改良区につ

いて、実際どの程度の開発があったのか

というご質問でございます。

　まず、排水区域の面積としましては２，

２６７平方メートルの減少でございます。

　それから、用水部分につきましては、

８８３平米の減少でございます。各市と

もこういった形で農地が転用されていく

中で、負担金というのは面積に応じて計

算されるわけでございますけども、神安

土地改良区の事務費であったり、そういっ

たものも神安土地改良区としても努力は

してただいておりまして、人件費で言い

ますと、神安土地改良区のほうでも平成

１２年当時でございますけども、その当

時２５名の職員さんがおられたと、それ

が平成２２年度末では２１人になってい

るようなことから、神安土地改良区とし

ても経費の削減を図っておられる状況で

ございます。

○野原修委員長　堀参事。

○堀土木下水道部参事　別府地域での道

路の不法占拠につきましてでございます。

一般的な不法占拠への対応としまして、

道路区域が確定している所について、境

界はここだと相手方に示して、この部分

は市の土地、市の道路ですと説明して対

応しているのが現状でございます。

　ただ、ほかの地域も同じなんですが、

なかなか区域が確定しないと、どこまで

後退するかという形も出てきますので、

こういうような状態をどうしたらいいか

という話で弁護士事務所に相談した経過

がございます。不法占拠を排除するのは
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道路区域を管理しているところが管理す

るということで、杭を入れて、境界に置

いているもの、道路区域に入っているも

のは排除してくださいということで、ま

ず道路区域を確定をして、それから法律

に基づいて対応されるのはどうですかと

いう回答を受けております。

　しかしながら、そうすると訴訟問題と

いう形にもなってきますので、手をつけ

られていない、対処できてないところが

たくさんございます。

　ただ、平成２０年度、筆界特定制度が

できております。これに基づき、法務局

に筆界特定申し出ると、調査員の方が現

地を踏査しまして、それで、資料、公図

等もとにしてを筆界を特定したというケー

スが数多く言われております。

　民民のことだけではなく、最近では官

民の境界で、筆界特定制度を利用したケー

スもございますので、今後そういう制度

も活用しながら、境界を明確にして不法

占拠物の対応をしていきたいと思ってお

ります。

○藤井土木下水道部長　山本課長。

○山本道路交通課長　バスの問題なんで

すけれども、私どもで運行しております

市内公共施設巡回バスにつきましては、

誰でも乗っていただける。無料でござい

まして、福祉的な要素は持っております

けれども、どなたでも乗っていただける

ということで、公共交通ということで私

どものほうで所管させていただいておる

ところでございます。

　平成２３年になって、今ごろにアンケー

トということでもございましたけれども、

平成２２年当初に自治連合会、役員の皆

様でありますとか、老人クラブ連合会の

皆様でありますとか、という方々と意見

交換、懇談会を開催させていただいて、

その中での意見をお伺いした中でやって

きておりますので、手順を踏んでやった

ことによってわかってきたところもござ

いますので、手順を踏んでやっておると

いうところでございます。

○野原修委員長　山口次長。

○山口土木下水道部次長　まず、水路管

理について、具体的に何回程度行ったか、

それと、啓発も何回程度行ったかという

ことでございます。

　まず、八尾茨木線の事例では水路の防

護柵がかなり低く、傷んでおりましたの

で、柵をするに当たりまして、そのとき

は倉庫と車とかを置いてありました。そ

このところを、半分ぐらいは撤去してい

ただいた次第でございます。そのほかに

別府２丁目の所でも２件撤去をしていた

だいておる次第でございます。今後も引

き続いて啓発に努めてまいりたいと思っ

ております。

　それと、淀川右岸水防事務組合につい

て、役割を見直すべきとの件であります

けども、この１１月の末日に協議会等が

ございます。今、山本委員がおっしゃら

れたことも発言してまいりたいと思って

おりますので、その発言内容は次回でも

お話させてもらいたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。

　それと、倉庫内の資材等をどのぐらい

置いているかということでございますが、

堤防延長、備えつけ基準、１キロメート

ルについてでございますけども、土のう

袋１，０００枚、縄が３２０キロ、それ

とシートが１００枚、杉丸太ですけども

５．５メートルから２メートルですけど

も、約４００本、凧が８丁、はしごが１

丁、十番の鉄線ですけども４０キロ、鎹

が若干、バケツが１個、鍬が１０丁、鎌

８丁で、その他もろもろ等がございます。

○野原修委員長　吉田部長。

○吉田都市整備部長　ご質問いただいて
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いる誕生記念樹の植樹の件でございます

けども、ご指摘のとおり、相当繁茂して

きて、育ちもいいということで、緑化の

観点からはよく育ってくれてうれしい面

はございます。ただ、管理上の問題で剪

定するなり、今後充実させていく必要は

出てこようかと思いますけども、我々は

基本的に切るという選択肢は持っており

ません。

　特に誕生記念樹の場合は、先ほど課長

も言いましたように、誕生記念樹を植え

た場所はどこですかというお問い合わせ

をいただくぐらいの気持ちがこもってい

る木もございますし、また我々のほうも

実際、式典をやってみて、お車で、子ど

もをベビーカーに乗せて多くの方が来て

いただくと、また御夫婦で来ていただい

ている部分も多ございますので、やはり

今後やっていく場所の問題につきまして

はですね、そういう環境がカバーできる

ような場所しか可能じゃないなというふ

うにも理解しております。

　そういうことで、あと現在でいきます

と、あと２年程度はカバーできますけど

も、その間にですね、探せる場所は探し

ていくということは考えております。

　ただ、もう１点ですけども、現場に記

念として植える場合と、参加はできない

ので、苗木をいただきたいという方の選

択肢の２つがありまして、苗木のほうを

お配りしているということも現在ありま

す。

　だから、そういうことを踏まえますと

今後です、どうしても場所がない場合に

おいては、家で植えていただけるならば

植えていただく、家庭内の緑化という形

でお願いする方法も一つあるのかなと思

いますけど、基本的には来ていただいて

一緒に植えていただくということをでき

るだけ続けてまいりたいというふうに思っ

ております。今後これは検討課題として

我々も十分認識してまいりたいと思って

おります。

○野原修委員長　山本委員。

○山本靖一委員　幾つかもう一度確認を

しておきたいと思います。

　先ほど、し尿処理手数料の減免につい

てでございますけども、廃棄物の減量、

再生利用及び適正処理に関する条例第２

１条、それに同施行規則第１６条第１項

第３号に規定する取り扱いということで

すが、議論されてないんです。規則です

から変えられると、そういう性質の分に

なります。しかし減免を受けられなくな

る側にとっては極めて重要な問題である

と受けとめているんです。そこまでやる

かという思いがあるんです。まともにそ

こを議論されたんですか。福祉部局のほ

うでというふうにおっしゃっているけれ

どもね。しかし、条例は土木下水道部で

持っているわけですよ。そんなことでい

いんでしょうかという思いがあるわけで

す。

　しかもそれは本当に真剣に議論されて

きたんでしょうかという思いもあります。

ずっと大事にしてきた制度、そんなに大

した大きな金額ではないと思うんです。

し尿処理の件数は年々減ってきていると

いうふうなことで、ずっと減らしていく

んでしょうけれども。こういう方は恐ら

く最後まで残っていくんではないかなと

思うんです。平成２２年度末で５７１世

帯、これが平成２３年度末には４８７世

帯となったというふうに先ほどお聞きし

ましたけれども。

　そうするとこれはそういう方は、もっ

とまだ時間がかかっていくんではないか

なと思うんですが、これは、やっぱり部

長の考え方として本当に困った方に寄り

添った施策としてどうなのか、どういう
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思いをしておられるのか、それを聞いて

おきたいと思います。

　それから、神安土地改良区の問題で、

面積が減ったということですけれども、

神安土地改良区の中の運営の問題として、

その中で議論されるということかもしれ

ませんけれども、摂津市が少なくとも平

成２３年度で神安土地改良区負担金１，

７３７万８，５３０円を負担しているわ

けですから、いろんなことを提案してい

く、改善の提案をしていくというのは、

一つ一つ大事なことだと思うんですね。

神安土地改良区にとっても大事なことだ

と思うんですが、人員についても、平成

２２年度末では２１人ということで、必

要な人数というのは、確保しないといけ

ませんけれども、そういう体制で今の大

きな仕事をやっていけるのかどうか、少

なくとも摂津市が負担金を負担している

わけですから、そういう組織のあり方に

ついて議論をしていくと、そういうこと

に、過去どういう形で臨んでこられたの

でしょうか。平成２３年度について教え

ていただきたいと思います。

　それから、道路の不法占拠の問題で道

路区域がはっきりしていないから指導に

当たれないと、ものを言えないと。区域

をはっきりさせようにもそういう抵抗が

あったら前へ進まないわけです。永久に

できないということがあるんじゃないで

しょうか。これは知恵の出しどころだと

いうふうに思うんです。そのまま放置し

ていればこれは何も解決しません。市と

して平成２３年度、こういった方に対し

て何回接触されて、どういう議論をされ

てきたのか教えて下さい。

　バスについては、手順を踏んできたと

いうお話なんですけれども、どうするの

かというふうなことが問われていると思

います。補助金１，０００万円の使い方

についてきちっと検証していく、それは

大事なことです。

　しかし、公共交通として位置づけをす

るということで今おっしゃっているんで

すけれども、摂津市として、交通弱者の

足をどういうふうに確保していくかとい

うのは全体的な議論の中で答えを出して

いくということで、違った答えが出てく

ると思いますので。

　今日はこれぐらいにしておきますけれ

ども、来年の市長の市政運営の基本方針

の中でどんな表現をされてくるのか、た

くさんの方が注目されていると思うんで

す。２年間同じようなことやって、３年

目も同じなら、そこには行政に対する不

信感、議会に対する不信感ということに

なって市民の方に受け止められていくん

ではないかと非常に心配します。少なく

とも市長がそういう方向を示されたこと

について、裏づけをきちっとさせていく

というのは事務方の仕事だというふうに

私は思いますのでね、皆さんにそのこと

をお願いしておきたいと思います。

　水路管理のことについて、しつこいよ

うですけれども、もう一回だけ聞いてお

きます。一津屋３丁目の大阪高槻線沿い

のガソリンスタンドがあった場所で、今

は住宅になっている所の横の水路ですが、

こちらは指導されたのでしょうか。以前

は居酒屋のようなものがありまして大変

苦労されて撤去されてきました。正雀の

駅前では、屋台のところに水道まで引っ

張っていた経過もあるんです。これも苦

労して先人が撤去されてきれいにされて

きた。これはご存知の方が何人かおられ

るかもしれませんけども、こういうこと

を一つ見逃していきますと、次々とたく

さん上がってくるということになります

から、その時々にきちっと対処をしてい

く、そういう基本的な姿勢を市として示
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していくということが大事だというふう

に思っています。

　それから、淀川右岸水防事務組合の問

題で、これは１１月に発言をしてという

ことですが、どういうことを発言してい

かれるのでしょうか。どういう立場に立っ

て、ここに提案をしていくかと、それは

今まで議論されてきた経過があると思う

んです。少なくとも何回かいろんな議論

をしてこれたんだと思うんですけど、そ

の中身について教えてください。

　それから水防資材、今いろいろおっしゃっ

たこれらは永久に使えるようなものでしょ

うか。何年かで更新されているんかなと、

何回活用されて、今の時代にこういうも

のは本当に必要なのか、いろいろおっしゃっ

たけれども、今起こってくるような水害

に対してこういうものは本当に必要なの

かどうか。耐用年数がきたもの、使って

おられないものについてどういうふうな

対処をされたのか、いろいろと気になる

ことがありまして、水防倉庫はあちこち

にありますけれども、あの中の管理につ

いて、どういう対処をされてきたのか、

本来あるべき資機材というのはどういう

ものなのかということを話し合われた経

過を含めて教えてください。

○野原修委員長　答弁を求めます。

　堀参事。

○堀土木下水道部参事　道路の不法占拠

について、杭を打っている方につきまし

ては２回申し入れをしております。ただ

そのときの境界のとり方の問題で、公図

を持って説明をしてあります。相手の言

い分では私有地だということでございま

して、それでもう一回検討するという形

で交渉した経過がございます。

　あと、その方につきましては開発も行

うという話も聞きました。進展状況を見

ているところでございます。

○野原修委員長　山口次長。

○山口土木下水道部次長　一津屋３丁目

の水路不法占拠の件でございますけども、

私が一度行ったのは大分前なんですけど

も、そのときは不法占拠いうことで一度

会い、最近もまた現場に行っております。

そのときには、責任者とお会いできなかっ

たんです。今後、協議してまいりますの

で、責任者がまた伺いますと言って今の

ところ終わっております。

　淀川右岸水防事務組合、今後どのよう

にしていくのかということでございます

けども、山本委員がおっしゃられた内容

も含めまして、負担金の件も含めまして、

また資機材の処分等どうするのか、今の

資機材は必要なのか、不必要なのか、そ

れとも今後水防で新たに必要な資機材は

あるのかどうか、その辺等も詳しく聞い

てまいりたいと思ってます。

○野原修委員長　水防資材について処分

したとか、利用されているのかというよ

うなことについて話し合いを持たれたの

かというような経緯を聞かれてますので、

そこのところを答弁して下さい。

　山口次長。

○山口土木下水道部次長　私は昨年は参

加しておりませんで、その辺の内容等は

今はわかりませんので、調べさせてもら

います。

○野原修委員長　藤井部長。

○藤井土木下水道部長　し尿処理手数料

の減免について、条例、規則で定めてお

るわけで、今後、市長部局としまして、

どう考えてきたのか、私といたしまして

は、公共下水道がまだ接続されていない

ところについては特に考えていきたいと

いう思いはございます。

　ただ、減免対象の方につきましては、

くみ取りだけではないと思いますので、

関係部局等とも協議した中で、市の方針
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に沿った形で進めていきたいと思ってお

ります。

○野原修委員長　石川参事。

○石川土木下水道部参事　神安土地改良

区負担金のあり方について、どのように

協議をされてきたのかということでござ

います。

　神安土地改良区の会議に出ますと、そ

の年度の事業内容について、また実施状

況等についての説明がございます。専ら

会議の内容というのは、そういった年度

内の事業についての説明が主でございま

して、負担金自身のあり方、こういった

ことについては、特に議論がされていな

いのかなと。もっとも、平成２３年度は

神安土地改良区の会議には出席しており

ませんので、具体的なことはよくわかり

ませんけども、報告書等でそういった議

論があったというような報告はございま

せんので、先ほど言いましたように年度

内の事業、それから、これに係る問題、

こういったことが議論されているのかな

と思います。

　ただ、言われますように年間１，７０

０万円を超えるような負担金を支払って

おります。そういった正式な場、会議の

中での正式な議論ではございませんけど

も、我々が神安土地改良区の方にどんな

経費節減の取り組みをしているのか、こ

ういうようなことは確認をしております。

　先ほどの人数であるとか、その他、こ

ういったことで経費節減に努めていると

いうようなことを神安土地改良区なりに

も考えておられるということは、確認は

しております。

　この場でその詳しくは思い出せないで

すけども、山本委員の質疑を受けまして、

今後さらに神安土地改良区とそういった

ことについて議論をしていきたいと思い

ます。

○野原修委員長　藤井部長。

○藤井土木下水道部長　先ほどから山本

委員がご指摘のように、まず身近なのは

水路ではないのかと、神安土地改良区は

一つは耕作のための水路を張りめぐらせ

てきたという経緯がございます。

　それに対しまして本市も協力し合って

やってきたと、現在どのように使ってお

るのかと申し上げますと、降雨時の排水

機能を持った形での水路の役割というの

は非常に大きく、雨水の排除につきまし

ては、公共下水道では安威川を境目に以

北、以南と分けておりまして、以北が合

流、以南が分流、分流の雨水整備という

のは整備率３３．８％というような低い

整備率でございます。

　これについては、大きくはこの水路を

何か貢献していただいていると、ふだん

は用排水路のときには冬場には防火用水

にかえていただいておると、降雨時には

雨水排除に使わせていただいているとい

うようなこともございまして、その辺に

ついて、日々の管理等も含めまして、管

理していただいているというようなこと

が含まれておる次第でございます。

○野原修委員長　山本委員。

○山本靖一委員　今、部長がいろいろおっ

しゃったけれども、私が言いたいのは、

負担金が高いか安いかという話じゃない

んですよ。つまり、そういうことは本当

に検証されてきたか。先ほど石川参事が

おっしゃったけど、参加していませんと

いうような話でした。つまり、負担金は

市が出しているけれども、その中身につ

いては知らないと。山口次長からもお聞

きしましたけど、今から調べてみますと、

１１月に発言するということは、私が言っ

たことも含めてという話でした。市がど

ういう基本的な姿勢でそういうことをやっ

たのか。つまり、負担金の使い方につい
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て臨むかという話なんです。

　しかも、参加していないからわからな

い。わからないから言えない。それ以前

に、問題意識を持たないからだというふ

うに私は思うんですけれども、翻って、

それだけのお金には問題意識を持ってい

ないけれども、先ほど言いましたし尿処

理手数料の１５件の減免世帯の方につい

ては検討していきたいというニュアンス

のお話をされました。これは一般会計の

中で、土木下水道部としてどうあるべき

かというような形で議論していただきた

いと思います。公共下水道が接続されて

いない方にどう臨むべきかという、お金

の使い方です。さっき言いましたけど、

大きなお金が出ていても問題意識を持た

なかった。片方は、わずかな金額を議論

もなしにばっさり切っていく。ここが問

われているんです。

　負担金が足りなければ、これは日常的

な水害を防ぐためにもっと市が出してい

くという考え方も成り立つだろうと。し

かも、本当にこれからどんな災害が起こ

るかわかりませんから、ボランティアの

方たちにいろんな役割を果たしていただ

く、それは本当に大事なことだと思うん

ですが、しかし実態はどうなのかといっ

たときに答えられない。わからないから

ものが言えない。こういうことでは、市

民の貴重な税金を預かっている事務方と

しての姿勢が問われているというふうに

私は思うわけです。そういうことを申し

上げておきたいと思います。

○野原修委員長　原田委員。

○原田平委員　まず、歳入についてでご

ざいますが、決算書３７ページに道路敷

地境界等明示手数料として１３万円の収

入であります。同じ手数料の中で、３５

ページでは諸証明手数料として１万３，

８００円があります。これについてご説

明をいただきたいと思います。

　また、６１ページで道路占用料相当額

支払金１４万２，７５０円があります。

これもご説明いただきたいと思います。

　決算概要１２６ページ、新在家鳥飼上

線道路整備事業の道路等詳細測量設計委

託料がありますが、これについてご説明

をいただきたいと思います。

　決算概要１２０ページ、道路台帳更新

事業であります。事務報告書２１４ペー

ジによれば、摂津市道路台帳更新業務委

託として３９９万円の執行でありますが、

長年にわたって株式会社パスコという会

社に委託しております。仕様書を見させ

ていただきましたが、この業者に頼まな

ければならない何かの理由があるのかど

うか。指名競争入札でありますけれども、

設計金額と入札金額、落札率はどれぐら

いであるのかをお尋ねいたしたいと思い

ます。

　決算書１５５ページ、交通安全対策費

の移転補償費で１億１４万４，６００円

の支出でありますが、これについてのご

説明をいただきたいと思います。

　次に、決算書１５３ページ、交通指導

業務委託料ということで、５１５万９，

７００円の執行でありますが、これは以

前から取り上げておりまして、委託業務

の役目を果たしているということで、打

ち切るべきであるというような考えを申

し上げましたが、どのような検証をされ

ておられるのかお尋ねいたしたいと思い

ます。

　決算書４９ページ、防犯カメラ設置補

助金として１，０１８万５，８４０円の

補助金をいただいての防犯カメラの設置

でありますが、これは以前から駐輪場だ

けではなしに、やはり地域全体の中に防

犯カメラの設置を検討していくべきであ

ると。そのことによって犯罪を未然に防
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止でき、また犯罪が起こった場合の犯人

検挙に大いに役立つ防犯カメラでありま

すから、そういった有効的な活用を図る

べきだというようなご意見を申し上げた

おりましたが、そういったことについて

はどうなっておるのかお尋ねしたいと思

います。

　決算書１５７ページの味舌ポンプ場水

路系維持管理業務委託料として８８８万

５，７７４円の執行でありますが、この

詳細についてお尋ねいたしたいと思いま

す。

　決算概要１２２ページ、交通安全対策

費として、千里丘三島線道路改良事業に

おいて、設計委託料１４７万円です。こ

の執行についてお尋ねいたしたいと思い

ます。

　事務報告書２０４ページ、水景施設管

理業務委託料として４４９万４，０００

円の執行でありますが、ご説明いただき

たいと思います。

　同じく事務報告書２０４ページ、市場

池オアシス広場井戸点検業務委託料とし

て１１７万６，０００円の執行でありま

すが、これについてもお尋ねいたしたい

と思います。

　事務報告書２０６ページ、公園遊具取

替工事として３３３万９，０００円の執

行でありますが、これについてもお尋ね

いたします。これは入札率についてもお

尋ねいたしたいと思います。

　事務報告書２１６ページ、鳥飼西３８

号線道路修繕工事が２，２３５万５，５

５０円の執行でありますが、これは確か

社会資本整備総合交付金で行うというこ

とでありましたが、お教えいただきたい

と思います。

○野原修委員長　堀参事。

○堀土木下水道部参事　道路敷地境界等

明示手数料については、平成２３年度で

８１件の申請がございました。１筆１，

０００円という手数料でございまして、

８１件で１３０筆の申請がございました

ので、計１３万円ということになってお

ります。

　次に、道路占用料相当額支払金でござ

います。これにつきましては、従来、有

線放送事業者が道路の占用について、長

年占用料を払わずに利用していたという

ことがございました。これに対して国か

ら厳しい指導が出まして、占用料を正式

に申請しなさいという厳しい指導がござ

いました。これにつきまして、私どもが

有線放送事業者と交渉しまして、その時

点の占用料で３８万円ほどあったんです

が、その５年分をさかのぼった使用料と

いう形をとっております。国からの指導

がございまして、占用料相当額を徴収し

なさいという案が示されております。各

市の状況につきましても、１年で徴収し

ているところもありますし、２年で免除

をした市もございます。ただ、私どもが

占用料を徴収するには、北摂のブロック

会議というものがございまして、その中

で方向性を統一しまして、５年間さかの

ぼった占用料相当額を支払っていただく

という検討をしたわけでございます。分

割という形も通達では認められておりま

して、分割の２回分、当初頭金としてと

１回分の占用料支払額、その合計が１４

万２，７００円ということでございます。

　道路台帳更新業務委託について、長年

同じ業者がしているということにつきま

しては、入札を財政課に依頼しておりま

すので、入札の経緯はわかりませんが、

実際に同じ業者が続いていると。特定の

業者でしかできないというものではない

と思いますので、今後、こういう長年同

じ業者が続いていると、金額の問題もい

ろいろあるかもわかりませんが、それは
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財政課と相談してまいり、改善できるも

のは改善していただくという形でお願い

します。

　平成２３年度の落札率は８７．５％で

ございます。

　鳥飼西３８号線道路修繕工事でござい

ます。これにつきましては、平成２２年

に２，５００万円の補正予算をいただい

ております。２，０００万円が補助対象

になりまして、交付金としては１，１０

０万円という形でございます。

○野原修委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　新在家鳥飼上線の

道路等詳細測量設計委託料につきまして

ご説明させていただきます。

　まず、この中身でございますが、株式

会社サンテックというところに委託をし

ております。内容につきましては、測量

業務は１５０メートル、歩道詳細設計業

務が同じく１５０メートル、道路交通量

調査業務として一式上げさせていただい

ております。

　当初設計金額が２９８万５，１５０円、

当初の委託金額が２５２万円でございま

す。この委託につきましては、内容と工

期の変更をしております。変更につきま

しては、２８万２，４５０円を増額させ

ていただいておりまして、変更委託金額

が２８０万２，４５０円となっておりま

す。それから、委託期間でございますが、

平成２３年７月２１日から平成２４年３

月１５日で当初の契約を結んでおりまし

たが、沿道地権者との測量に関する協議

等が難航したことによりまして、工期を

約１０日延長して、３月２７日まで延期

しております。

　金額等の内容でございますが、新在家

鳥飼上線において、新在家の村中から出

てくる市道等の取付道路の関係で警察協

議等の結果、路線の測量及び道路詳細設

計が７０メートルほど伸びたということ

がございます。そういうことで、２８万

２，４５０円を増額したということであ

ります。

　それから、もう一点は用地測量委託を

やっております。委託先は株式会社扶桑

工務所でございます。これにつきまして

は、設計金額２２４万９，１００円で、

委託金額は１８９万円です。委託期間に

つきましては、平成２４年２月１６日か

ら平成２４年３月３０日まで委託してお

ります。内容につきましては、今回の歩

道整備に必要な土地の取得に伴う用地境

界確認等を実施する用地測量業務となっ

ておるところでございます。

○野原修委員長　山口次長。

○山口土木下水道部次長　１５７ページ

の味舌ポンプ場水路系維持管理業務委託

料についてご説明させていただきます。

　味舌ポンプ場全体の維持管理操作でご

ざいますが、大阪府北部流域下水道事務

所が行っておりまして、ポンプ場への流

入系は千里幹線から流入する千里系と、

山田幹線から流入する山田系と、味舌水

路から流入する水路系の３系統がござい

ます。味舌水路系に流入する内容は、本

市の公共下水道が整備された状態におい

ては、本市のみの流入となりますので、

したがって晴天時に稼働しております電

気の３００ミリのポンプですけれども、

その１台の維持管理操作につきましては、

本市が大阪府北部流域下水道事務所に業

務委託しているところでございます。

　委託金の算出方法でございますが、前

年度の味舌ポンプ場に係る費用に、前々

年度の味下ポンプ場の全ポンプの用水量

の合計に占める、前々年度の３００ミリ

のポンプの用水量の割合をかけて計算し

ております。計算しましたところ８８８

万５，７７４円となるものでございます。
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○野原修委員長　山本課長。

○山本道路交通課長　交通安全対策費の

移転補償費、１億１４万４，６００円の

内容でございますけれども、千里丘三島

線道路改良事業におきまして、千里丘駅

南交差点から、直近から一つ入ったとこ

ろの事務所が１件と、鉄骨３階建てのマ

ンション、その２件分の移転補償費でご

ざいます。

　交通指導業務委託料５１５万９，７０

０円の検証についてなんですけれども、

平成２２年度から３か年で２，５１３万

１，０００円の債務負担行為をお願いい

たしておりまして、実際には内容を見直

しいたしまして、単年度５１５万９，７

００円で実施いたしております。これに

つきましては、違法駐車追放事業として

市内の違法駐車の防止に関する条例に定

める重点地域及び重点路線における違法

駐車防止のための助言や啓発活動をして

もらっておりまして、また鳥飼地域にお

けます迷惑駐車防止の啓発活動も行って

おります。また、子どもの安全を見守る、

通称青パトということもやっていただい

ております。また、本年につきましては

自転車安全利用倫理条例を制定いたしま

したので、駅前での自転車利用マナーに

関する指導も一緒に行っていただいてい

るところでございますので、このまま続

けていきたいというふうには考えておる

ところでございます。支出につきまして

は、単年度で３２０万円ほど削減を図っ

ておりますので、このまま引き続いて実

施してまいりたいと考えておるところで

ございます。

　防犯カメラ設置補助金１，０１８万５，

８４０円の内容でございますけれども、

府民の安全で安心な暮らしの実現に向け、

全国ワースト１である街頭犯罪認知件数

を減少させるために、大阪府において平

成２１年８月２０日に大阪府街頭犯罪多

発地域防犯カメラ設置補助金交付要綱と

いうものが施行されております。本市と

いたしましても、平成２１年度にこの補

助金を受けまして、３６０万円で１３台

の防犯カメラを設置いたしました。防犯

カメラ設置地域において犯罪の防止効果

が顕著にあらわれているということで、

平成２３年度につきましても同補助金が

交付されることになりました。

　実際には街頭犯罪が多い上位１０４の

駅が交付対象となっておりましたけれど

も、それ以外のところで交付を受けたい

というところがありますかという調査が

ございました。その中で、自転車駐輪場

におきましても自転車盗というものがご

ざいましたので、施設を管理する場所と

して補助金の交付をお願いしたものでご

ざいまして、委員のおっしゃるように、

ひったくりの多い場所や危険度の高いと

ころに必要というのはご指摘のとおりで

ございまして、窓口といいますか、治安

対策のことになりますので、道路交通課

の所管ではないのかなというふうには考

えているところでございます。

　次に、交通安全対策費の千里丘三島線

の内容でございますけれども、手数料と

いたしまして用地買収を土地開発公社の

方でしていただいておりますけれども、

その分の鑑定手数料を２２万１，５５０

円計上させていただいております。また、

実施設計に当たりまして、当初計画した

ときの基準設計がございましたけれども、

実施設計の見直しということで１４７万

円の設計委託料を計上いたしているもの

でございます。

○野原修委員長　堀参事。

○堀土木下水道部参事　諸証明手数料に

ついて答弁が漏れておりましたので説明

します。その内訳でございますが、４６
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件ございまして、１件につき３００円の

手数料がございます。合わせて１万３，

８００円でございます。

○野原修委員長　西村課長。

○西村公園みどり課長　まず、水景施設

管理業務委託料でございますけれども、

これにつきましては、せんだん公園の壁

泉ポンプキット、しば公園の滝・せせら

ぎポンプキット、鶴野第１公園の噴水池、

市場池オアシス広場の音楽噴水ポンプキッ

ト、じゃぶじゃぶ池、境川せせらぎ緑道

のせせらぎポンプキットの清掃、機器の

点検を年４回行っております。ただ、境

川せせらぎ緑道のせせらぎの清掃につき

ましては、年１０回を実施いたしており

ます。何分にも、昨年の東日本大震災か

ら後、節電運転を行いまして、機器が動

いたり休んだりということを繰り返しま

したので、心配ではございましたけれど

も、機器の故障による送水の停止につい

てはございませんでした。

　方法としまして、清掃は高圧洗浄機を

用いましての清掃を行い、適時、次亜塩

素酸ソーダの散布を行っております。機

器の点検につきましては、機器の動作試

験及び電気設備の運転時の電流値、絶縁

測定、ろ過装置のろ材点検を含めた機器

の点検を行っております。

　積算につきましては、見積書を徴収い

たしまして、各作業項目について検討を

行い、設計を行って、入札により業者を

選定いたしております。

　続きまして、市場池オアシス広場井戸

点検業務委託でございます。

　平成２２年度におきまして、地元で市

場池の用水を利用しておられる方から、

市場池に供給している水の量が落ちてき

たように思うという情報をいただきまし

て、井戸は大丈夫なのかという問いがご

ざいました。市場池はオアシス広場のシ

ンボルでもございますので、公園みどり

課で井戸の点検調査及び機器の点検調査

を行ったものでございます。

　業務委託の内容でございますけれども、

オアシス広場内にございます井戸、これ

は直径２５センチ、深さが１７０メート

ルの深井戸でございまして、井戸内では

ケーシングという囲いのようなものがご

ざいまして、一部にストレーナーを配置

して、そのストレーナーの部分から流れ

込みます地下水をポンプで市場池に送る

という構造になっております。このケー

シング、ストレーナーの状態を水中テレ

ビカメラで調査いたしまして、井戸の状

態として揚水試験、ポンプの機能などを

調査したものでございます。

　結果といたしましては、機器の耐用年

数ははるかに過ぎておりますものの、良

好に作動はしているとのことでございま

した。しかし、機器につきましては耐用

年数を過ぎておりますので、いつ破損し

てもおかしくないということでございま

して、できるだけ早い機会の交換等を考

えております。

　続きまして、公園遊具取替工事でござ

います。

　公園遊具取替工事における経費は３３

３万９，０００円となっておりまして、

入札で業者決定を行っております。入札

率につきましては約９４％ということで

ございます。この件につきましては、昨

年の決算審査の委員会でもお聞きいただ

いておりますけれども、積算につきまし

ては、この段階ではまだ大阪府の都市整

備課から出ております土木工事積算基準

に従いまして行っております。経費につ

いては、原田委員からご指摘をいただい

ておりましたので、できる限り経費の節

減を行っておりましたが、入札の結果に

おきましては、かなり高い額の入札となっ
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ております。

○野原修委員長　原田委員。

○原田平委員　道路敷地境界等明示手数

料でありますが、これは明示申請をされ

た段階で手数料をいただくということに

なっております。明示ができない場合に

ついて、申請者は市民でありますので、

そういうところで、できなかった場合に

ついてはお返しするべきだというふうに

思うんですけれども、そういった状況に

ついての、平成２３年度、８１件で１３

０筆のうち、そういうところはどういう

状況になっているのかお尋ねいたしたい

と思います。

　道路占用料相当額支払金、有線放送の

線を引くということで、もともと、その

線の利用については関電、あるいはＮＴ

Ｔの電柱を使用していると思うんですけ

ど、国の指導ということで、５年間請求

せよということであります。道路占用料

ということであれば、電線と同じよう捉

えられるのですが、そういった実態把握

をどのようにされてきたのか。１４万２，

７５０円が歳入になったわけですけど、

実際にもっとあるのであればもらうべき

だと感じるんですけど、再度その辺をお

聞きしたいと思います。

　それから、道路台帳更新業務委託でご

ざいますが、資料をいただきましたとこ

ろ、航空写真ということであります。い

ろいろ状況を見ますと、１．６キロの道

路について行うということで、私は以前

から道路台帳の整備は、新しく寄附行為

だとか、あるいは新しく道路をつくった、

そういったところの施設や占用させてい

るとか、そういう状況の把握のための更

新業務だというふうに感じておったんで

すけれども、どうも聞いてみると、再度

同じようなところをしているというよう

な所がありますので、再度その辺を担当

からご説明いただきたいと思います。

　これも指名競争入札であります。８７．

５％でありますが、長年にわたってこの

業者が落札をしているということについ

ても、やはり疑義を感じるわけでありま

す。再度、一般競争入札に切りかえて経

費の節減を図るべきだというふうに考え

るんですけれども、お考えをお聞きいた

したいと思います。

　交通安全対策費の移転補償費、千里丘

三島線道路改良事業で事務所１件、マン

ション１件でありますが、事務所のほう

の費用と、マンションの算定をどのよう

にされたのか、もう一度お聞きしたいと

思います。

　交通指導業務委託料でありますが、検

証した結果、いろんな業務を担っていた

だいているということであります。青パ

トもそうですが、同じコースを走られて、

同じ時間に走られて、あるいは子どもた

ちの安全ということでありますけれども、

なかなかその用を足していないと思いま

す。例えば、違法駐車があれば、以前は

歩いて重点地域を指導されていたわけで

すが、今は青パトで、すっと走られるだ

けであって、何ら効果というか、交通指

導業務自体の役を担っていないのではな

いかという感じがするので、再度これに

ついては検証を図りながら、あるいは業

務内容を見直し、経費の節減を図るべき

だというふうに考えるのですが、再度お

聞きしたいと思います。

　防犯カメラ設置補助金でありますが、

本市にも５か所の駅があります。そういっ

たところ、あるいは主要幹線道路と市道

の接続部分、公園の見通しの悪いところ、

そういったところに防犯対策としてつけ

るべきだというふうに思うわけでありま

す。これは一般質問等でまた取り上げる

ことにしたいと思います。
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　味舌ポンプ場水路系維持管理業務委託

ですが、これはあくまでも公共下水道の

管理という立場から、やはり大阪府が負

担すべきだというふうに感じるんですけ

れども、本市が業務委託をして支払わな

くてはいけないというご説明を再度お願

いしたいと思います。

　決算概要１２２ページ、交通安全対策

費として、正雀南千里丘線外２路線道路

改良事業で手数料と測量委託料において

６００万円の不用額が出ております。こ

れは当初の設計の過大見積もりだという

ふうに感じるんですけれども、これにつ

いて再度お聞きしたいと思います。

　新在家鳥飼上線道路整備事業の道路等

詳細測量設計委託料でありますが、これ

についても３３０万７，５５０円の残額

がありまして、執行率は約５８％であり

ます。新在家鳥飼上線について、かなり

費用がかかってくるというふうに感じる

んですけれども、この残額の点について

再度お尋ねしたいと思います。

　それから、鳥飼西３８号線道路修繕工

事、これはもともと補助対象ではなくて、

全額交付金でもらえると感じておったん

ですけれども、交付金が１，１００万円

であったと。社会資本整備総合交付金の

１，３５５万１，０００円の一部なのか、

もう一度お尋ねしたいと思います。

　公水景施設管理業務委託料で、５社の

指名競争入札で入札をされたわけであり

ますが、これは２回入札を行っているん

です。１回目、２回目ということで、２

回の入札を行っております。これが、先

ほど言いました４４９万４，０００円、

なぜ２回の入札になったのか。そして、

見積もりをつくられた段階から変わった

のかどうか、その内容についてもう一度

お聞きしたいと思います。

　市場池オアシス広場井戸点検業務委託

の問題でありますが、水が上がってこな

いと、ポンプが故障しているのと違うか

ということであります。これも指名競争

入札で株式会社モリカワソイルが受託し

ておりますが、極端に入札の金額が低い

わけであります。これについて、設計金

額とかなり外れているというんですか、

大幅な違いがあるというふうに感じるん

です。他の業者と倍以上開いているとい

うことです。この辺は、入札の結果を踏

まえて、どのように考えておられるのか

をお尋ねしたいと思います。

　公園遊具取替工事でありますが、入札

率９４％ということで、３３３万９，０

００円でありますが、これは事務報告書

を見ますと工事概要が書かれております。

昨年にも申し上げましたが、一部補修で、

修繕費でされている、そういうのがあり

まして、公園遊具取替工事は、柳田公園

の中型すべり台１台、２人用ブランコが

１基、別府一丁目のちびっこ広場の２人

用ブランコが１基、リンクミニ遊具２基、

安威川ふれあいづつみのリンクミニ遊具

２基、ディアステージ正雀ちびっこ広場

のリンクミニ遊具２基ということであり

ます。これを修繕で行った場合、１４０

万円弱で修理ができるというような状況

で、３３３万９，０００円になっている

と。やはり貴重な財源を有効に使わない

といけないということで、以前から申し

上げてきたわけでありますが、依然とし

てそういった形態をとられているという

ことについて、やはり質問せざるを得な

いということで聞きました。それ以外に

も、事務報告書２０６ページで、公園遊

具補修事業として６１１万８，４５５円

の支出があります。そこですれば、こう

いった新たな取替工事は出ないというふ

うに感じておりますし、もう一度考えを

お聞きしたいというふうに思います。
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○野原修委員長　堀参事。

○堀土木下水道部参事　道路敷地境界等

明示手数料について答弁申し上げます。

　明示手数料につきましては、申請され

る時点で市道であるかどうかをまず確認

します。受理しますと手数料が発生する

わけですが、手数料条例によりますと、

「請求事項の取消し又は変更があっても

還付しない。」とされていますので、現

行どおり続けてまいりたいと思っており

ます。

　道路占用料相当額支払金の問題でござ

います。これにつきましては、今回の申

請時点での占用料が３８万４，０００円

でございました。５年間さかのぼります

と１９２万円の額になってまいります。

これを平成３６年までに分割して、２７

回に分けて分割していただくということ

で協定書を交わしている状況でございま

す。

　電柱管理者がその時点でわからなかっ

たのかという話もございますが、どこの

占用部分かというのはわからないのが実

態でございます。国からの通達の中では、

実態調査は道路管理者と電柱業者、その

両方に調べて確認しなさいという形の通

達がございます。その通達に当たりまし

ては、有線業者が実態調査を行い、それ

を現場で確認していくという形で電柱管

理者が確定して、それをうちに報告があ

るという形になっております。

　道路台帳更新業務委託についてでござ

います。１．６キロメートルになってお

りますが、毎年同じところをやっている

のではないかというお問いでございます。

道路台帳につきましては、認定を受けた

ものを図面化していくのが委託の内容で

す。それと、翌年度、認定を受ける箇所

が大体決まってきます。認定後、私ども

はすぐに告示行為を行いまして、台帳と

しての縦覧のための作業を行います。航

空写真を撮ったものが認定までの図面を

つくるときの資料になりまして、次の路

線が認定されますと、次の年はその資料

をもとに道路台帳をつくるという形で二

度手間ということはございません。

　鳥飼西３８号線道路修繕工事につきま

しては、補助金の対象が２，０００万円

となっておりますので、１，１００万円

を交付金という形で計上させていただく

ことになっております。

○野原修委員長　山口次長。

○山口土木下水道部次長　味舌ポンプ場

水路系維持管理業務委託について、大阪

府で持つべきではないかというご意見で

ございますけれども、以前、平成１９年

からこの委託業務は発生しております。

それ以前から味舌水路系に流れてくる下

水は摂津市の水だけだったんです。当時

の担当部長と頑張って、頑張って、何と

か平成１８年までは大阪府で負担してい

ただいておったんですけど、やはり平成

１９年度からは摂津市だけの水だから、

それはだめですということで今に至った

次第でございます。ご理解のほど、よろ

しくお願いします。ですから、以前は大

阪府に無理を言って負担していただいて

いた次第です。

○野原修委員長　山本課長。

○山本道路交通課長　千里丘三島線道路

改良事業の移転補償費の内訳でございま

すけれども、細分しますと所有者と額が

特定されてしまいますので、情報公開で

も非公開とさせていただいておりますの

で、総額でご了解いただきますようにお

願いしたいと思います。公開は差し控え

させていただきたいんですけれども。

○野原修委員長　暫時休憩します。

（午後２時３８分　休憩）

（午後２時４１分　再開）
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○野原修委員長　再開いたします。

　山本課長。

○山本道路交通課長　交通指導業務委託

の件でございますけれども、重点地域と

して、千里丘駅周辺、正雀駅周辺なども

徒歩で歩いて指導をいたしております。

鳥飼方面は車で回っておりますけれども、

違法駐車、駐車禁止区域につきましては

啓発用の張り紙といいますか、啓発用紙

を挟んで回っておりまして、それ以外の

ところで迷惑駐車をしているところには、

車載マイクで迷惑駐車をしないでくださ

いというような広報をしながら回らせて

いただいておるところでございます。

　防犯カメラについてでございますけれ

ども、街頭犯罪が多い上位１０４駅には、

摂津市は該当しておりませんでした。該

当していない市町村で、それ以外のとこ

ろで犯罪が多いと見込まれるところはど

うですかというアンケートがございまし

て、その中で手を挙げたのが私ども施設

を管理している道路交通課だけであった

ということで、私どもで補助金をいただ

いたということです。南摂津駅では中央

環状線が映ったりもしますが、道路全部

は映らないようにしておりますので、抑

止効果としては駅周辺にもできるのかな

というふうには考えておりますので、ご

理解賜りますようによろしくお願いいた

します。

　交通安全対策費の正雀南千里丘線外２

路線道路改良事業で手数料と測量委託料

６００万円が未執行ということでござい

ますけれども、これは正雀駅前の正雀南

千里丘線の件で、先ほど山本委員の質疑

にございましたように、積極的にではご

ざいませんけれども、手数料と測量委託

料は毎年計上させていただいておりまし

て、平成２３年度で補正いただいて買収

した分は平成２２年度末の分で処理いた

しましたので、平成２３年度については

新たなものが発生しなかったので、発生

し得るということで、ぎりぎりまでお返

しはせずに残しておって不用額というこ

とになったものでございますので、よろ

しくお願いいたします。

○野原修委員長　西村課長。

○西村公園みどり課長　水景施設管理業

務委託についてでございますけれども、

これは入札業者が５社で２回の入札を行っ

ているということでございます。ただ、

私どもが見積もりを取りまして、人数が

多いのではないか等を精査いたしまして、

設計書を仕上げているわけでございます。

ですから、ある程度の差額は生じてまい

ります。見積もりは一番安かったといた

しましても、差額は出てまいります。で

すから、入札によりまして高いところ、

安いところは出てまいりまして、自社の

予定していた金額より高かったというこ

とで２回の入札になっております。

　市場池オアシス広場井戸点検業務委託

につきましては１社だけが極端に低い価

格であるということでございます。これ

につきましても私どものほうでは理解し

かねております。なぜこれだけの差が生

じているのかということはわかりません。

　それから、公園遊具取替工事でござい

ますけれども、これにつきましては去年

の決算審査の委員会でご指摘がございま

した。補修事業でやれば安くなると。た

だ、私も計算してみたわけでございます

けれども、対象となりますのはリンクミ

ニ遊具しかございませんでした。それで

確かめましたところ、大体リンクミニ遊

具の設置で、最低制限価格と同等という

感じでございました。３分の１程度にな

るという極端なことはございませんでし

た。

　それから、今後のことですけれども、
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平成２４年第１回定例会の建設常任委員

会、予算審査の委員会でご説明しており

ますとおり、公園遊具取替工事がこれほ

ど高くなりますので、見積もりのほうが

安いという形で、公園遊具補修事業で全

てを取りかえるという形にいたしており

ます。

○野原修委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　新在家鳥飼上線道

路整備事業の道路等詳細測量設計委託料

でありますが、当初予算８００万円で決

算額として４６９万２，４５０円、残額

が３３０万７，５５０円ありまして、執

行率で約５８％ではないかということで

ございますが、道路詳細設計業務委託で

落札率が８４．４％でございます。それ

から、用地測量で８４％ということになっ

ておりますので、これだけ余ったという

ことには、今後の執行につきまして十分

に精査した上で取り組んでまいりたいと

思っております。

○野原修委員長　原田委員。

○原田平委員　道路敷地境界等明示手数

料の件ですが、申請の段階で確認しない

といけない。そして、手数料を支払った

ら還付しないということであるなら、分

からなかったら、不十分ということで返

すようにするべきであるというふうに思

うんです。これは課長では答えられない

から、部長から見解を賜りたいと思いま

す。

　道路占用料相当額支払金については、

これは国の通達に基づいて、適切に占用

料の徴収ということをやっていただきた

いと思います。

　道路台帳更新業務委託については、航

空写真だって、そんなに鮮明に撮れると

いうことではないと思うので、ある程度

は今の時代に即したものを利用した形で、

更新業務の中に取り入れるようにしてい

ただきたい。ヘリコプターを飛ばして、

空から写真を撮ってという時代ではない

んです。人工衛星から撮れるんです。そ

ういう状況の中で、やはり業務委託のあ

り方について検討していただきたいとい

うことを要望しておきたいと思います。

　千里丘三島線道路改良事業の移転補償

費の内訳については総務課と協議して、

お答えをいただけるなら教えていただき

たいと思います。

　交通指導業務委託料については、でき

る限り最少の経費で最大の効果を発揮す

るように、これからも経費節減に努力を

していただきたいと思っております。

　防犯カメラの設置ですが、山本課長、

これは事務報告書にも載っておりません。

業者をどこに決めたとか、どういう期間

でやったとか、そういうことがないので、

次のときには必ず事務報告書に掲載して

いただくように。載っていたら何ページ

を見てくださいということを言ってくだ

さい。

　味舌ポンプ場水路系維持管理業務委託

の件、当時は安威川、淀川右岸流域下水

道組合があった段階の話で、それ以後は

大阪府がされているわけです。そういっ

たことも踏まえて、やはりこれは大阪府

で持ってもらうべきものだということを

主張して、交渉していただきたいという

ことを要望しておきたいと思います。

　公園遊具取替工事については、修繕で

あれば、リンクミニ遊具が１台２５万２，

８００円ということで、２基入れても約

５０万円です。すべり台等、全部を足し

た段階で入れて諸経費等も見て、先ほど

言いました１４０万円弱なんです。もし

ご異論があれば教えていただきたいと思

います。

○野原修委員長　山本課長。

○山本道路交通課長　防犯カメラが事務
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報告書に載っていないということでござ

いますけれども、防犯カメラにつきまし

ては機器費が主を占めておりますので、

備品購入費で掲載させていただいており

ますので、事務報告には掲載いたしてお

りません。

○野原修委員長　吉田部長。

○吉田都市整備部長　公園遊具取替工事

について、原田委員のほうでも試算して

いただいている経緯もございますし、そ

のあたりも踏まえまして、我々も今後の

考え方をお示しすべきだろうと思います。

ただ、先ほど言いましたように、西村課

長が言いましたけれども、平成２４年度

の予算におきましては、公園遊具の補修

事業に統合してきたというのは、今まで

委員からいろいろご指摘をいただいたり、

数字上の問題点も追及していただいて、

その結果、我々が財政当局との協議に持

ち込みまして、今回は基本的に補修事業

に統合していくと、委託でいくという形

になってまいりましたので、今後の推移

を見ていただきたいというふうに思って

おりますので、どうぞよろしくお願いし

ます。

○野原修委員長　藤井部長。

○藤井土木下水道部長　道路敷地境界等

明示手数料について簡単に申し上げます

と、要因はいろいろあろうかと思います

けれども、要するに明示としての取り扱

いが未結了であったと、市長による明示

証明書が発行されなかった場合というこ

とだと思います。

　このことにつきましては、いろいろ想

定されることがございます。まずは、手

数料はいつの時点でもらうのか。条例に

よりますと、申請時に１筆当たり１，０

００円という形で手数料として納めてい

ただくということで、それはどの時点か

といいますと申請時ですので、先ほどい

ろいろありました、私道であるとか、認

定道路であるとか、法定外道路であると

か、いろいろあります。専門家の方々が

ほとんど来られますが、その時点で私道

ということが判明した場合においては、

申請は受け付けられませんので、こうい

うところは未然に防ぎたいと思います。

　もう一点は、明示を結了するに当たり

まして、お向かい、もしくはお隣等につ

いて判子をいただくようになっておりま

して、これが整わないときに未結了とい

う場合もございます。こういう場合にお

きまして手数料は、未結了ではあります

けれども、申請手続きがすべて終わって、

立ち会い等に及んだときがそのときだと

思われます。立ち会いはしたけれども、

お向かいやお隣が判子をつかない。だか

ら、未結了になってしまった。未結了に

なったから手数料を返しますというよう

にはいかないと思いますので、ケース・

バイ・ケースでいきたいと思います。申

請時に、十分にチェックの上で申請をさ

れるのか、されないのか、私どもはそう

いうことは未然に防ぎたいと思いますの

で、今後、手数料についてはどういう時

期が一番いいのか、申請時がいいのか、

それともすべて整った時点で、お渡しす

る時点で手数料をいただくのがいいのか

等も含めて検討したいと思います。

○野原修委員長　ほかにございませんか。

　木村委員。

○木村勝彦委員　一点だけ聞かせてもら

いたいと思います。

　決算書４９ページの権限移譲交付金の

問題ですけれども、都市計画課で１０７

万８，０００円、建築課で１６万円、道

路交通課が４万９，０００円、公園みど

り課が５万９，０００円、こういう交付

金を摂津市は受けたんですけれども、そ

れに対する事業はどういうふうになされ
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たのか。私が思うのは、こういうふうに

交付金をいただいて、今後、権限移譲さ

れて、大阪高槻線、正雀一津屋線、こう

いう拡幅計画が今まだ完成しておらない。

とりわけ、安威川以北では非常に進捗が

おくれている。これは何かというと、や

はり用地買収の困難性からこういうふう

になっているんですけど、大阪府が取り

組んできた事業、それが摂津市へ権限移

譲されるとした場合に、摂津市がどのよ

うにしていくのか。例えば、用地買収を

する場合は相当膨大なお金が要ります。

そのようなときに、今のような形で交付

金として大阪府からもらえるのかどうか、

その辺のことについて聞かせてもらいた

いと思います。

○野原修委員長　吉田部長。

○吉田都市整備部長　それでは、権限移

譲交付金は都市計画課が一番多くござい

ますので、私がご答弁をさせていただき

たいと思います。

　大阪府から権限移譲されましても、実

際に手続上する項目と手続上しないで済

む項目がございます。例えば、都市計画

課でいきますと、２１事務が移行されま

した。具体的に今動いていますのは２か

ら３事務で、あとはすべてが指定を受け

ていません。いろんな形で摂津市にはか

かわりがないということも踏まえて２１

事業で１０７万円のお金が下りてきてい

るというのが現実でございます。

　先ほどおっしゃったみたいに、これも

今までに経由事務で市としてはやってお

りましたので、そのあたりの事務は我々

でもできるのでございますけれども、た

だ難しいのは、移譲されますと、それだ

け許可権限を持つということで、それだ

けの責任を負うということもございます。

だから、そのあたりは手数料条例の話と

同じでございますけれども、やはりそれ

だけの覚悟をして運用していくという形

になろうかと思います。

　木村委員がお問いの、都市計画道路と

のかかわりでございますけれども、これ

は都市計画法上の手続にかかわりまして、

地方分権とは直接かかわらないんですが、

ただ大阪府の姿勢がご質問をいただいて

いる内容のとおりになってきております。

大阪府版の地方分権でございますけれど

も、やはり市が責任を持って、摂津市の

中で責任を持ちなさいというイメージに

なっておりまして、それと並行して、そ

の考え方が都市計画道路の事業にも移行

しているんじゃないかなと思います。例

えば、この前もご説明申し上げました大

阪高槻線、正雀一津屋線、この２路線に

つきましては大阪府がやるべき仕事です。

権限移譲も一緒ですけど、今までは大阪

府がやるべき権限移譲の内容。道路事業

もよく似た感触になっております。片方

は条例で移行させますけれども、こちら

の都市計画道路の変更については、都市

計画法上の手続を踏んで考えていきたい

というような立ち位置がございます。だ

から、今後は大阪府の姿勢そのものが権

限移譲と同一的な形で、都市計画事業も

進められてくるんじゃないかなというふ

うに思っております。

　ただ、摂津市にとりましても、先ほど

委員からもお話しいただいておりますよ

うに、相当のお金がかかりますので、安

易な形でできるものではないとも思って

おります。だから、大阪府に対しまして、

今後も引き続き強く要請し、都市計画の

中においても意見を申し上げたいという

ふうに思っております。

○野原修委員長　木村委員。

○木村勝彦委員　全面的に権限移譲をし

ていこうという考えですから、必ずそう

いう方向に向いてきますから、今後は大
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阪府のそういう姿勢に対して、摂津市と

してどう対処するのかということを十分

に考えた上で権限移譲を受けていくとい

う形にしてもらいたいということを要望

して終わります。

○野原修委員長　暫時休憩します。

（午後３時　１分　休憩）

（午後３時３０分　再開）

○野原修委員長　再開いたします。

　先ほどの原田委員の質疑に対し答弁を

お願いします。

　山本課長。

○山本道路交通課長　交通安全対策費、

千里丘三島線道路改良事業におけます移

転補償費の内訳でございますけれども、

３階建ての共同住宅、マンションが８，

０８７万３，７００円でございます。木

造２階建ての事務所が１，９２７万９０

０円でございます。

○野原修委員長　村上委員。

○村上英明委員　それでは、何点かお尋

ねしたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

　まず、１点目なんですけれども、歳入

のほうでございます。決算書３４ページ、

し尿処理手数料で、収入未済額４０万３，

５００円が計上されてますけれども、こ

の内容についてお尋ねしたいと思います。

　それから、２点目も歳入で５２ページ

になるかと思いますけれども、寄附金で

ございます。緑化事業寄附金ということ

で２万円が計上されてますけれども、こ

の寄附金をどう使ったのかということに

ついてお尋ねしたいと思います。

　それから、歳出でございますけれども、

１５２ページになるかと思います。交通

対策費の工事請負費、交通安全対策工事

費で２１３万１，５００円が計上されて

おりますけれども、これは段差の切り下

げ等々ということだと思いますが、工事

の内容についてお尋ねしたいと思います。

　それから、決算概要の１１８ページに

なるんですけれども、道路反射鏡設置事

業ということで、平成２３年度は１１基

の設置であったと記載されています。８

４．６％の執行率となっていますが、こ

の点についてお尋ねしたいと思います。

　次に、歳出の１５８ページに、摂津市

既存民間建築物耐震診断補助金というこ

とで３１万５，０００円、事務報告書に

も７件ということが記載されておりまし

た。当初予算から見た執行率、この辺の

考え方、耐震改修補助金と合わせてお尋

ねしたいと思います。

　それから、さくらづつみ事業のさくら

づつみ植栽工事ということで、これは３

か年ということだったと思いますけれど

も、平成２３年度の進捗、当初の予算か

ら考えて進捗率がどうであったのかとい

うことでお尋ねしたいと思います。

○野原修委員長　西村課長。

○西村公園みどり課長　緑化事業寄附金

でございますけれども、これにつきまし

ては緑化基金へ積み立てております。平

成２３年度におきましては、緑化基金の

中からさくらづつみ事業へ１９０万円支

出いたしております。

　それから、さくらづつみの進捗状況で

ございますけれども、当初５００メート

ルを予定いたしておりまして、そのとお

り５００メートルの延長を行いました。

○野原修委員長　山本課長。

○山本道路交通課長　交通対策費の工事

請負費、交通安全対策工事費で２１３万

１，５００円の内訳でございますけれど

も、交通安全推進事業の夜間点滅式交差

点鋲設置工事に６０万９，０００円、道

路反射鏡設置工事に１５２万２，５００

円の内容となっております。

　道路反射鏡設置事業の当初予算は２０
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０万円で、予算現額は１８０万円です。

決算額１５２万２，５００円の内容でご

ざいますけれども、道路反射鏡を１１か

所つけておりますけれども、あと１か所、

年度末につけられないかということで、

電柱等に共架する場合は関電、ＮＴＴに

共架の申請を出しまして、許可が出れば

年度内に何とかつけたいというふうに思っ

ておりましたけれども、時期的に間に合

わなかったということで、１か所分が減っ

てございます。その分が差額となって出

ております。ただ、執行率といたしまし

ては８４．６％ということになってござ

います。

○野原修委員長　石川参事。

○石川土木下水道部参事　し尿処理手数

料の収入未済額でございますけれども、

全体では６８件で、平成２３年度分が３

７件、金額にしまして２３万６，１００

円、平成２２年度が２４件、金額にしま

して１３万６，２００円、平成２１年度

が６件、２万７，６００円、平成２０年

度分が１件ございまして３，６００円、

こういった内容になっております。

○野原修委員長　林課長。

○林建築課長　摂津市既存民間建築物耐

震診断補助金にかかります執行率でござ

いますが、今年度におきましては交付が

４万５，０００円の７件ということで、

３１万５，０００円ということになって

おります。当初予算では１８０万円を予

定しておりました。執行率については、

当初予算から考えますと１６．９％になっ

てございます。

　それと、耐震改修補助金が当初予算で

４００万円、交付実績といたしましては

１９０万円、執行率が４７．５％という

ことになってございます。これにつきま

しては、日ごろ啓発活動を行っておりま

すけれども、実績としてなかなか数字が

上がらなかったというのが事実でござい

ます。

　耐震診断につきましては、特定建築物

の診断補助の分を１００万円と見越して

いましたので、その差が大きいと思われ

ます。

○野原修委員長　村上委員。

○村上英明委員　し尿処理手数料の収入

未済額件でございますけれども、４０万

３，５００円の内訳を教えていただきま

した。これは、手数料の公平さというん

意味ではしっかりと取り組んでいくべき

ではないのかなと思っているんですけれ

ども、この収入未済額をこれからも減額

なり、また解消へということの取り組み

をどういうふうに考えておられるのかと

いうことをお尋ねしたいと思います。

　それから、緑化事業寄附金の件であり

ますけれども、さくらづつみ事業へ支出

されたということでございました。寄附

していただいた方がどういう方であるの

かわからないんですけれども、例えばそ

の方への報告というのをどういう形でさ

れているのか、こういうことで使わせて

いただきましたということで報告をされ

ているのか、例えばさくらづつみで使っ

ていただきたいということであったので

桜堤で使ったのか、そういうご意向のこ

とについてお尋ねしたいと思います。

　それから、交通対策費の工事請負費、

交通安全対策工事費の内訳の件でござい

ます。夜間点滅式交差点鋲設置工事に６

０万９，０００円、道路反射鏡設置工事

に１５２万２，５００円ということでご

ざいました。交通安全という面では、しっ

かりと取り組んでいっていただきたいと

思っております。

　それから、道路反射鏡設置事業の件で

ございますけれども、執行率が８４．６

％ということでありました。お金を使い
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切るということではないんですけれども、

予算をつけた限りは、しっかりと安全対

策という面でやっていっていただきたい

というふうに思います。

　その中で、１１基ということであった

んですけれども、要望がどれぐらいあっ

たのかということでお尋ねしたいと思い

ます。

　それから、摂津市既存民間建築物耐震

診断補助金にかかる執行率の件でござい

ます。執行率１６．９％ということでご

ざいまして、耐震改修補助金でも執行率

４７．５％ということです。市民の方か

ら、この補助金のことを知らない方がい

ると耳にすることもあるので、この辺の

普及を、どういう形で考えておられるの

かということと、耐震診断補助を７件さ

れましたけれども、耐震改修補助が３件

だったということで、差の４件の内容に

ついてお尋ねしたいと思います。

○野原修委員長　石川参事。

○石川土木下水道部参事　し尿処理手数

料の収入未済額でございますけれども、

納付時期がかなり遅れてしまって、未済

額が発生しているものがほとんどでござ

いまして、職員のほうで粘り強く催告等

も行っておりますし、納付時期は遅れて

おりますけれども、今のところは遅れな

がらもお支払いいただいているという状

況でございます。委員が言われましたよ

うに、貴重な財源でございますので、今

後も粘り強く催告を行っていき、不納欠

損が発生しないように頑張っていきたい

と思います。

○野原修委員長　西村課長。

○西村公園みどり課長　緑化事業寄附金

についてお答えいたします。

　緑化基金につきましては、約１億円の

お金がございまして、今回の寄附金につ

きましては２万円ということで、平成２

３年度のさくらづつみ事業への支出に直

接出したということではございません。

ただ、緑化基金につきましては、これま

でにもふれあいづつみやその他の緑化事

業にも使っております。

○野原修委員長　山本課長。

○山本道路交通課長　道路反射鏡の要望

箇所ということでございますけれども、

要望をいただいているのは複数箇所ござ

います。ただ、現実的に設置できない箇

所、出入り口の場所でありますとか、支

障になる場所というものを含めますと、

数的にはまだ出ておりませんけれども、

過年度に要望をいただいたところでも、

設置場所を変えて、全体は見渡せないけ

れども何がしかできるものにつきまして

は、積み残しという形で新たにつけていっ

ていることも、今年度もございますし、

状態が変わればつけさせていただいてい

るというふうに対処しているところでご

ざいます。

○野原修委員長　林課長。

○林建築課長　耐震化の普及についてで

ございますが、本市の取り組みといたし

ましては、平成１９年度より耐震診断の

補助、平成２０年度からは耐震改修補助

も行い、平成２３年度からは耐震診断補

助については木造戸建て住宅だけであっ

たものを非木造住宅、マンション、特定

建築物も対象として、耐震改修補助につ

いては定額補助に変更し、新たに設計費

補助も新設し、普及率向上に向けて取り

組んでいるところでございます。

　また、市民に対する普及率の向上につ

いてでございますが、平成２３年度につ

きましては広報紙への掲載を２回、イベ

ント等の参加５回、学校地区懇談会時に

チラシの配布６回、防火フェア１回、市

のインターネット掲載等、平成２２年度

に比べて大幅にふやし、周知に努めてま
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いりましたが、残念ながら耐震診断７件、

耐震改修が３件というような状況になっ

てございます。普及向上をさせるように

一層頑張ってまいりたいと思っておりま

す。

　それと、耐震診断が７件で耐震改修が

３件、この４件の差につきましては、や

はり耐震改修については金額がかかって

まいります。その分の金額負担が補助的

には少なかったのではないかというよう

な点が考えられると思います。

○野原修委員長　村上委員。

○村上英明委員　し尿処理手数料の収入

未済額の件につきましては、やはり今後

もしっかりと減額、解消へ向けて取り組

んでいっていただきたいと思います。

　それから、緑化事業寄附金の件でござ

いますけれども、これから緑化というこ

とが、環境ということも含めまして、か

なり意識が高まってくるのかなと思いま

すので、誕生記念樹の話もありましたけ

れども、しっかりと緑化推進に取り組ん

でいっていただきたいなと思います。

　交通安全対策工事費の件でございます

けれども、歩道段差のバリアフリー化の

観点からも進めていっていただいている

と思います。しかしながら、執行率から

見て、予算計上したという意味ではでき

るだけ、お金を使い切るということでは

ないんですけれども、できるところから

しっかりと条件整備を進めながら取り組

んでいっていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

　それから、道路反射鏡の件でございま

す。これもいろいろとご要望等々が、自

治会も含めてあるかと思います。３差路

なり、Ｔ字路等々で見通しのきかないと

ころ、見えないところを見やすくして安

全向上に努めるというのが一つの役割で

あるかと思いますので、この辺もしっか

りと、条件整備も含めて取り組んでいっ

ていただきたいなと思います。

　それから、耐震診断補助、耐震改修補

助の件でございますけれども、先ほども

言いましたように、まだ知らない方がお

られるようなこともありますので、今後

もしっかりと、地域の小学校区の防災訓

練等も含めて、普及啓発に取り組んでいっ

ていただければというふうに思いますの

で、よろしくお願いします。

○野原修委員長　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○野原修委員長　以上で認定第１号所管

分の質疑を終わります。

　本日の委員会はこの程度にとどめ、散

会いたします。

（午後３時４９分　散会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　建設常任委員長野　原　　　修

　建設常任委員　村 上 英 明
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